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「アメリスＤＭ」は、水道・電力など各種メーターに応じた 
検針を行い、使用量・料金を計算・印刷するシステムです。 
あらかじめ設定しておいた単価情報により、きめ細かい料金 
管理がおこなえるため、検針後のわずらわしい料金計算などの 
業務がいりません。 
 また、パソコンと接続することで、料金請求書を作成するこ 
とも可能です（パソコンはオプション）。 
検針、料金票印刷ともに指定日に自動でおこなえるので、日頃 
操作される方にしていただくのは、記録紙の補充など簡単な作 
業だけです。 
 短い周期で検針を行い、水道・電力などの検針値をＣＳＶ形 
式で保存することができ、ＳＤカードやＵＳＢメモリで取り出 
すことができます。 
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保証書付 

この取扱説明書は、「アメリスＤＭ」の取扱方法のうち、日常的操作手順や注意事項が書かれて 

います。本書を必ず読んで本機を使用してください。また、必要なとき参照できるように大切に 

保管してください。 

 また、この取扱説明書には保証書が添付されています。内容をご確認のうえ、大切に保管して 

ください。 

 取扱説明書は他に「保守点検操作編」があります。 
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§１．安全に正しくお使いいただくために 
 
   この指導書の表示では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財産への損害 
  を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は、次のようになっ 
  ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 
 
 

 表  示 意          味 該当頁  

 

 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡 
 または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定され 

ることを表しています。 

 
 なし 

 

 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が 
死亡または重傷を負う可能性が想定されることを表して 

います。 

 
 １頁 

 

 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が 
 傷害を負う可能性が想定されること、及び物理的損害の 
 みの発生が想定されることを表しています 

 
２、６ 頁 

注 記 

 取り扱いを誤った場合、品質、性能、信頼性が損なわれ 
ることが想定されることを表しています。 

２､６､８､ 

51､64､91､ 

97､104､   

108､111､  

140､151､  

158 頁 

 
   警告表示用図記号について次のような意味があります。 
 
 
 
 
    一般的な注意   感電注意  一般的な禁止  分解禁止   接触禁止   必ず行う 
 
 
§２．特に注意していただきたいこと、安全のために必ずお守りください。 
 

   

  濡れた身体で操作、作業をしないでください。 
  感電の恐れがあります。 

 とくに、扉を開けて作業する場合は注意してください。 

  本機の内部にはＡＣ１００Ｖが使用されています。 
 本機の扉を開けて作業をする場合は直流電源部や「ＡＣ１００Ｖ」と 

 書かれているところは触れないようにしてください。 

感電の恐れがあります。 

  内蔵電池（バックアップ電池、バックアップバッテリー）は充電、加 
 熱、火中への投入等をしないでください。 

 発火、破裂等の恐れがあります。 

 
 内蔵電池（バックアップ電池、バックアップバッテリー）は分解しな 

 いでください。 
 刺激性ガスの発生する恐れがあります。 

 

！ 警告 

！ 

！ 警告 

！ 注 意

！ 危 険
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  本機には水などの液体がかからないようにしてください。 
  感電や故障の原因になります。 

 万一、液体がかかった場合は電源をＯＦＦにして保守契約先に連絡して

ください。 

  本機の扉を開けて作業する場合は、注意して作業をしてください。 
作業中に頭部などを扉のカドで打つ恐れがあります。 

 
 
 
§３．正しくお使いいただくために。 
 

 
注  記 

 

  本機の設置場所・環境は「アメリスＤＭ 工事指導書 工事編」を参照 
  してください。 

  本機のそばで喫煙をしないでください。 
タバコの灰が本機の内部にはいると故障の原因になります。 

  本機の近くに磁気を発生するもの（変圧器やモータ等を使用している 
 機器など）や磁気を帯びているもの（スピーカーなど）を置かないで 

 ください。 
誤動作の原因になります。 

 
 本機を改造したり、分解したりしないでください。 
 故障の原因になります。 

 
 画面は指で押してください。 
 先のとがったもので押さないでください。 

 故障の原因になります。 

 
 

！ 注意 
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§４．システム構成例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 説 
     アメリスＤＭ検針盤（以下：アメリスＤＭ）には、検針盤に直接メーターを接続するスター部と、 

端末伝送器を介して接続するバス部が存在します。 
    スター部は、標準ではパルス出力付きメーターが６４台接続可能です。オプションとして、３２台

単位で最大６４台の増設が可能です（最大１２８台まで接続可能）。また、オプション増設は３２台

単位で８ビット電文用とパルス用を選択可能です。 
    バス部は１ｃｈ（チャンネル）～３ｃｈの３系統があり、各チャンネルにアメリスＤＭ用端末伝送

器が接続されます。端末伝送器は、１チャンネルあたり最大１００台まで接続でき、各チャンネルの

合計で最大３００台接続できます。 
    端末伝送器にはパルス４点入力用、パルス１６点入力用、パルス３２点入力用、８ビット電文１６

点入力用の４種類があり、それぞれのメーター接続については以下の通りです。 
・パルス ４点入力用：パルス出力付きメーターが ４台接続可能 
・パルス１６点入力用：パルス出力付きメーターが１６台接続可能 
・パルス３２点入力用：パルス出力付きメーターが３２台接続可能 
・８ビット電文１６点入力用：８ビット電文出力付きメーターが１６台接続可能 

    ただし、アメリスＤＭで管理することができるメーター数は、スター部、バス部の合計で最大９００ 
台までという接続制限があります（例：バス部にパルス３２点入力用の端末伝送器を２８台設置して 
も、スター部に５台メーターが繋がっていれば、バス部に接続できるメーターは８９５台までです）。 
 アメリスＤＭには外部出力機能があります。異常発生時に外部出力の接点を閉じてお知らせします。 
この接点をランプやブザーなどに接続すれば、離れた場所でアメリスＤＭの異常を知ることができま 
す。 
 アメリスＤＭは、ＵＳＢポートを１個、ＳＤカードスロットを１個搭載しています。検針票やロガ 
ーデータ、履歴データ等の検針盤内部で保持しているデータをＣＳＶ形式のファイルにしてダウンロ 
ードすることができます。 
 アメリスＤＭにはＬＡＮポートを１個搭載しています。ブラウザー（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏ 
ｒｅｒ ８）を使用して、検針票やロガーデータ、履歴データ等の検針盤内部で保持しているデータを 
Ｗｅｂ画面にて閲覧することができます。また、データをＣＳＶ形式のファイルにしてダウンロード 
することができます。 
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動作概要 
  ●検針モード 

    自動検針モード 
      設定されている検針日時になると「アメリスＤＭ」が自動的に検針をおこない、検針値をメータ 

ー値として記憶します。 
メーター値を元にして作成できる帳票はメーター値票、使用量票、料金票の３種類があり、１種 

類を選択します。 
 ・メーター値票・・・テナント毎に設定されているメーターの検針値を記録します。 
 ・使用量票・・・・・前回検針したメーター値との差から使用量を算出し、検針値・使用量を記 

録します。 
      ・料金票・・・・・・前回検針したメーター値との差から使用量を算出し、さらにあらかじめ設 

定されている単価情報により料金を算出します。その他の請求固定費と合 
わせて請求料金を算出し、検針値・使用量・料金（請求金額）を記録しま 
す。 

      
    手動検針モード 
      検針をおこないたいタイミングに画面操作にて検針をおこないます。記録する帳票は「自動検針 

モード」と同様、メーター値票、使用量票、料金票の３種類から１種類を選択します。 
 
 
   ●印刷モード 
    自動印刷モード 
      自動検針がおこなわれたタイミングで検針後自動的に帳票（３種類から選択した１種類）を印刷 

します。 
 
    手動印刷モード 
      画面操作にて「アメリスＤＭ」に保存されている検針データを選択し、印刷します。 
 
 
   また、シリアルポートを介してパソコン（専用ソフトのインストールが必要）を接続し、パソコンから 

「アメリスＤＭ」に通信すると、検針値・請求書の発行がおこなえる等、さらに機能がアップします。 
（ただし、パソコンはオプションです） 
ＬＡＮポートを介してパソコンを接続し、ブラウザー（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ ８）を使 
用して、検針票やロガーデータ、履歴データ等の「アメリスＤＭ」で保持しているデータをＷｅｂ画面 
にて閲覧することができます 

   ＳＤカードスロット、ＵＳＢポートから検針票やロガーデータ、履歴データ等の検針盤内部で保持して 
いるデータをＣＳＶファイルにしてダウンロードすることができます。 

 
 なお、このシステム構成例は実際のシステム構成とは異なることがあります。 
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  ４－１．外観図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ４－２．各部の名称 
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§５．記録紙の交換方法 
 
   記録紙の両端に赤い帯状の線が現れ始めたら記録紙の残りが少なくなっています。完全に記録紙がなく 

なると画面に「プリンター紙なし」が表示されます。「プリンター紙なし」が表示されるまで使い続けて 
も問題ありませんが、なるべく赤い線が現れた時点で記録紙を交換するようにしてください。 

 
 

５－１．プリンター、記録紙に関する注意事項 
 ５－１－１．記録紙交換上の注意 

 

   

  印刷直後は、サーマルヘッド部周辺が高温になっていることがあります。 
  印刷直後に記録紙を交換するときは、サーマルヘッドには絶対にさわらないでください。 

  プリンターにはペーパーカッタが取り付けられています。 
ペーパーカッタの刃先に触れないようにしてください。けがをする恐れがあります。 

 
 記録紙は必ず指定の用紙を使用してください。 
 指定以外の用紙を使用するとプリンターの故障の原因となります。 

 
 
 
 

 ５－１－２．記録紙の取扱上の注意 
 

 
注  記 

 

  乾燥した冷暗所に保存してください。 
  保存状態によっては記録紙が変質・変色し、印刷不良の原因となります。 

  固いもので強くこすらないでください。 
記録紙が変質・変色し印刷不良の原因となります。 

  有機溶剤の近くに置かないでください。 

 記録紙が変質・変色し印刷不良の原因となります。 

 
 塩化ビニールフィルム、消しゴムや粘着テープ等に長時間接触させないでください。 
 記録紙が変質・変色し印刷不良の原因となります。 

 
 
 
 

 ５－１－３．記録紙のメーカーと型式について 
         
        必ず下記の指定用紙を使用してください。 
 
         メーカー：三栄電機株式会社製 
         型  式：μＴＰ－５８Ｅ 

 
 
 
 
 
 
 

！ 注意 
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５－２．交換手順 

 
  (1) 新しい記録紙の準備をします。 
     新しい記録紙は先端が紙テープで固定されています。まず紙テープをはがしてください。 
     紙テープをはがした跡には、記録紙の性質上印刷はされませんので、下図のように先端からテープ 

をはがした後までをカットしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  (2) ペーパーカバーを開けます。 
     下図のペーパーカバーオープンボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  (3) 記録紙をセットします。 
     記録紙をプリンター内に納め、記録紙の先端を少し引き出してペーパーカバーとペーパーカッタで 

はさみこむようにセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カットします

紙テープをはがした跡

切り口がまっすぐになるように
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 注  記  

  記録紙の方向に注意してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   セット方向を間違えると記録紙が裏側となり、印刷できません。 
 

 
 
 
§６．管理される方の各操作について 
 
   「アメリスＤＭ」の操作には、大きく分けて日常的に操作していただく「日常操作」と、メンテナンス 

や点検など、日頃はあまり操作しない「保守点検操作」に分けられます。 
 本編ではおもに「日常操作」について解説していますが、必要に応じて「保守点検操作編」もご覧くだ 
さい。 
 操作は全て表示操作部（画面）でおこないます。 
 なお、表示操作部は５分以上操作がないとバックライトを消灯して画面を消します。バックライトを点 
灯させるには画面のどこでもかまいませんので指で軽くふれてください。 
 
 画面表示は説明用のものであり、実際のシステム構成によって多少画面表示が異なります。 

  また、印刷の関係上、文字の形・表示位置が実際の画面とは多少異なる場合があります。 
 
 

 
注  記 

 

 
 

 画面は指で軽くふれてください。 
  先端のとがったもので押さないでください。 

画面が破損し、操作ができなくなる可能性があります。 

 
 
   「アメリスＤＭ」には、検針と検針票（メーター値票、使用量票、料金票の内いずれかを選択）の作成

方法として３つのモードがあります。 
 
     （１）自動検針＋自動印刷モード・・・・検針日になると自動的に検針をおこない、検針票も自動 

で印刷します。 
印刷された検針票を回収するだけで特に操作は必要あり 
ません。 
ただし、全て自動でおこないますので、記録紙の残量に 
気を付けてください。 

 
     （２）自動検針＋手動印刷モード・・・・検針日に自動で検針をおこないます。検針票は手動で印 

刷してください。 
 
     （３）手動検針モード・・・・・・・・・検針、印刷を操作でおこないます。検針票を作成するこ 

とにより、検針の処理をおこないます。 
 
 
   運用形態に合わせてお好みのモードを選択してください。 
   モード選択手順は取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 

セット方向 → 

×      ○ 
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６－１．メニューの流れ 

      「アメリスＤＭ」には４つの基本メニューがあり、各基本メニューから詳細メニューへと移って 
いきます。 
 

     ●基本画面 
                          

エラーが発生していなければ、電源投入時または 
バックライト点灯時にこの画面が表示されます。 
選択したモードによって、Ａ部には 
 ①自動検針＋自動印刷 
 ②自動検針＋手動印刷 
 ③手動検針 
のいずれかが表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 

     ●操作用暗証番号入力画面 
 

 
また、セキュリティのため『操作用暗証番号』が設定 
されている場合は、電源投入時またはバックライト点 
灯時に暗証番号入力画面が表示されます。 
暗証番号入力後に基本画面が表示されます。 
 

 
                          
                          
 

                                                
   

 
 
 

※モードの変更方法、操作用暗証番号の設定については取扱説明書（保守点検操作編）を 
ご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011/03/12 08:32   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

Ａ部 

戻る 

 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

                ＿ 

 

操作用暗証番号 

 

 

削除 
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     各メニューのボタンを押すことにより、選択したメニューの詳細メニュー画面に遷移します。 
 
     ●検針操作メニュー             ●エネルギー管理メニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     検針メニューは本編１０ページから操作    エネルギー管理メニューは本編９１ページ 
     説明が記載されています。          から操作説明が記載されています。 
 
 
     ●設定メニュー               ●メンテナンスメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     設定メニューは本編１０８ページから      メンテナンスメニューについては、 

操作説明が記載されています。         取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
     各詳細メニュー画面において、戻る を押すと基本画面に戻ります。 
 
 
 

６－２．検針操作メニュー 
      検針票に関する操作（閲覧、作成）をおこないます。また、操作時点のメーター指針値の確認が 

おこなえます。 
 ここでは、 
   ○検針票（メーター値票、使用量票、料金票※）の表示・印刷 
   ○入居・退去時の検針（手動検針モードにはありません） 
   ○現在の検針値（指針値、使用量、料金）の確認 
 がおこなえます。 
 
 ※検針票は、メーター値票、使用量票、料金票の中から１つ選択して設定されています。 

設定方法については、取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

ＳＤカードデータ転送 

  エネルギー管理 

設定情報印刷 

戻る 

検針データ編集 

ＵＳＢメモリ操作 

ＳＤカード操作 

メーター交換設定 

タッチパネル位置調整 

  メンテナンス 

 ▼ 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 
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  ６－２－１．検針票（メーター値票）の表示・印刷 
       自動検針モードが設定されている場合は、検針日ごとの検針値を使用してテナントごとにメー

ター値票を作成します。 
       手動検針モードが設定されている場合は、そのつど検針を行いテナントごとにメーター値票を

作成します。 
       作成したメーター値票は、表示及び印刷できます。 
       なお、自動検針＋自動印刷モードが設定されている場合は、検針後自動的にメーター値票が印

刷されますので、再度メーター値票が必要になった場合に印刷操作をおこなってください。 
       ここでは、 
          ○全て（全テナント全メーター） 
          ○任意テナント 
          ○任意メーター種別 
          ○任意テナント任意メーター種別 
       ごとに対象を選択することができます。 
 
 
   （１）自動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 
                              基本画面が表示されます。 
                              他のメニューを表示している場合は、基本 
                              画面まで戻ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              入退去処理 ・・・Ｐ５１参照 
                              モニター  ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  
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        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              メーター値票 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞の戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ メーター値票 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              １画面で表示できない数の過去データがあ 
                              る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
                              過去データを表示させます。 
                              表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
                              ます。 

※検針周期の設定により、閲覧できる過去

データの保存周期は異なります。 
 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 

全て       ・・・Ｐ１３⑥へ 
任意テナント   ・・・Ｐ１４⑨－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ１４⑨－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ１４⑨－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面５＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

メーター値票 

  検針票 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（メーター値票）   

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑥ 全て を押すと次の画面になります。 
 
                               

▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターのメーター値票を表示しま

す。同一テナントに設定されている最後の

メーターのメーター値票を表示している場

合は、次のテナントの最初に設定されてい

るメーターのメーター値票を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターのメーター値票を表示します。 
 

                              ＜画面６＞ 
 
 
                ⑦ 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、選択した検針日時のメータ

ー値票を印刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
        ⑧ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター値票を印刷します。 
印刷終了後＜画面３＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に

戻ります。 
 
                              印刷例はＰ１５を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    メーター値票 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

中止 

メーター値票 

印刷中 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

戻る 

メーター値票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年**月**日**時**分 

メーター値：            * ｍ3 

次頁 印刷 

 ▼ 
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        ⑨－１ ＜画面５＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面９＞ 
 
 
        ⑨－２ ＜画面５＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 

                              設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
        ⑨－３ ＜画面５＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１２＞を表示します。 

 
                              ＜画面１１＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

                              ＜画面１２＞ 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター値票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

メーター種別 電灯－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

テナント３ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・ 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

 検針をおこなった日時 

 検針をおこなった時点での検針値 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値

は「？？・・・？」と表記されます。 
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   （２）手動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 
                              基本画面が表示されます。 
                              他のメニューを表示している場合は、基本 
                              画面まで戻ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の

画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 
 
                              モニター  ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              メーター値票 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   手動検針   

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

モニター 

  検針操作   

戻る 

メーター値票 

  検針票 

現在の年月日時分  
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        ④ メーター値票 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              取消 ・・・Ｐ１７⑤へ 
                              確認 ・・・Ｐ２０⑪へ 
 
                              確認 は検針を実施して、検針データを更新 

します。 
                              取消 は過去の検針票を表示・印刷する場合

に選択します。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
ます。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示・検針させたいメーターを選択します。 
 

全て       ・・・Ｐ１８⑦へ 
任意テナント   ・・・Ｐ１９⑩－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ１９⑩－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ１９⑩－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（メーター値票）   

戻る 

  手動検針 

    検針データを更新しますが 

検針しますか？ 

過去の検針票を参照する場合は 
[取消]を押してください 

確認 取消 

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（メーター値票） 

 ▼ 

 ▲ 
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        ⑦ 全て を押すと次の画面になります。 
 

▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターのメーター値票を表示しま

す。同一テナントに設定されている最後の

メーターのメーター値票を表示している場

合は、次のテナントの最初に設定されてい

るメーターのメーター値票を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターのメーター値票を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面７＞ 
 
 
                ⑧ 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、表示させている検針票を印

刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
        ⑨ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を

印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り

ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に

戻ります。 
 
                              印刷例はＰ２２を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    メーター値票 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

中止 

メーター値票 

印刷中 

戻る 

メーター値票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年**月**日**時**分 

メーター値：            * ｍ3 

次頁 印刷 

 ▼ 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 



- 19 - 

        ⑩－１ ＜画面６＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
        ⑩－２ ＜画面６＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑩－３ ＜画面６＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１３＞を表示します。 

 
                              ＜画面１２＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１３＞ 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑪ ＜画面４＞で 確認 を押した場合は、次の画面になります。 
 
                              検針したいメーターを選択します。 
                              ※この操作で検針した検針票は、手動検針 

データとして検針盤に記憶されます。 
 

全て       ・・・Ｐ２０⑫へ 
任意テナント   ・・・Ｐ２１⑭－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ２１⑭－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ２１⑭－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面１４＞ 
 
 
        ⑫ 全て を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押すと検針データを更新します。 
 
                              戻る を押すと＜画面１４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１５＞ 
 
 
        ⑬ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、

＜画面７＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

手動検針 

戻る 

  手動検針 

現在値 

      検針しますか 

確認 

  手動検針 

検針中 

  しばらくお待ちください。 
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        ⑭－１ ＜画面１４＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１５＞を表示します。 

 
                              ＜画面１７＞ 
 
 
        ⑭－２ ＜画面１４＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面１５＞を表示します。 

 
                              ＜画面１８＞ 
 
 
        ⑭－３ ＜画面１４＞で任意テナント任意メーター種別を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面２０＞を表示します。 

 
                              ＜画面１９＞ 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面１５＞を表示します。 

 
                              ＜画面２０＞ 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（メーター値票） 

 ▲ 

 ▼ 



- 22 - 

 
＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター値票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

メーター種別 電灯－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

テナント３ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・ 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

検針をおこなった日時 

検針をおこなった時点での検針値 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値

は「？？・・・？」と表記されます。 
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  ６－２－２．検針票（使用量票）の表示・印刷 
       自動検針モードが設定されている場合は、検針日ごとに今回取得した検針値と前回取得した検

針値の差分から使用量を算出してテナントごとに使用量票を作成します。 
       手動検針モードを選択している場合は、そのつど検針を行い、今回取得した検針値と前回取得

した検針値の差分から使用量を算出してテナントごとに使用量票を作成します。 
       作成した使用量票は、表示及び印刷できます。 
       なお、自動検針＋自動印刷モードが設定されている場合は、検針後自動的に使用量票が印刷さ

れますので、再度使用量票が必要になった場合に印刷操作をおこなってください。 
       ここでは、 
          ○全て（全テナント全メーター） 
          ○任意テナント 
          ○任意メーター種別 
          ○任意テナント任意メーター種別 
       ごとに対象を選択することができます。 
 
 
   （１）自動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              入退去処理 ・・・Ｐ５１参照 
                              モニター  ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  
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        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              使用量票 を押します。 
 
                              メーター値票 ・・・Ｐ１２参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
        ④ 使用量票 を押すと次の画面になります。 
 

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
ます。 

                               
※検針周期の設定により、閲覧できる過去 

データの保存周期は異なります。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               

表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 
全て       ・・・Ｐ２５⑥へ 
任意テナント   ・・・Ｐ２６⑫－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ２７⑫－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ２７⑫－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面５＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（使用量票）   

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター値票 

  検針票 

使用量票 
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        ⑥ 全て を押すと次の画面になります。 
 
                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの使用量票を表示します。 
同一テナントに設定されている最後のメー 
ターの使用量票を表示している場合は、次 
のテナントの最初に設定されているメータ 
ーの使用量票を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント 
に対して次のテナントの最初に設定されて 
いるメーターの使用量票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合 
は、左記の「前回比」は「前年同月比」 
に変わります。“比較”の設定が「なし」 
の場合は、左記の「前回比」の項目は表 
示されません。            
“比較”の設定については、取扱説明書 
（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総使用 ・・・Ｐ２５⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ２５⑧へ 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面６＞ 
 
        ⑦ 総使用 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時までの期間で、 
設定されているメーター種別ごとの使用量 
の合計値を表示します。 
▼ を押すと、設定されているメーター種別 
を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷  ・・・Ｐ２６⑩へ 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面７＞ 
 
                ⑧＜画面６＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時の使用量 
票を印刷します。 
次頁 を押すと、＜画面７＞を表示します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 

使用量集計期間 

戻る 

メーター種別総使用量票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

印刷 

 ▼ 

実行  しない 

   使用量票 

   印刷しますか？ 

   印刷しない場合は、[次頁]で 

   メーター種別総使用量票に移 
   ります。 

次頁 

印刷 

 ▼ 

戻る 

使用量票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

前回比：            ** ％ 

次頁 印刷  総使用 

今回取得した検針値と 

前回取得した検針値と 

の差分 

前回の使用量との比較 

(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の使用量との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 
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        ⑨ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時の使用 
量票を印刷します。 
印刷終了後＜画面３＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ２８を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
                ⑩＜画面７＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、選択した検針日時のメータ

ー種別総使用量票を印刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面７＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総使用量票を印刷します。 
印刷終了後＜画面７＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面７＞に

戻ります。 
 
                              印刷例はＰ２８を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑫－１ ＜画面５＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１２＞ 
 

中止 

使用量票 

印刷中 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

中止 

メーター種別総使用量票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総使用量票 

   印刷しますか？ 
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        ⑫－２ ＜画面５＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１３＞ 
 
 
        ⑫－３ ＜画面５＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１５＞を表示します。 

 
                              ＜画面１４＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１５＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

使用量票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 
前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

前回比           ** ％ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

前回比           ** ％ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント３ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
メーター種別総使用量票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別        水道 

**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｍ３ 

メーター種別        電灯 

**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｋＷｈ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
「自動印刷」設定の場合は

“種別合計印刷”の設定が

「あり」のとき、使用量票

に続いて、メーター種別総

使用量票が印刷される。 

 

＜画面１０＞から実行 

を押した場合でも、メータ

ー種別総使用量票が印刷

される。 

前回の使用量との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の使用量との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針をおこなった日時 
今回検針をおこなった時点での検針値 

前回検針をおこなった日時 
前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

使用量集計期間 

対象メーター種別 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの使用量を合計した値 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値、

使用量、前回比（前年同月比）は「？？・・・？」

と表記されます。 

 

前回メーター値が無いため使用量が算出でき

ない場合、使用量、前回比（前年同月比）は

「－－・・・－」と表記されます。 

 

前回比（前年同月比）が桁あふれ（60000％よ

り大きい）の場合、「＊＊・・・＊」と表記さ

れます。 
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   （２）手動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              モニター  ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              使用量票 を押します。 
 
                              メーター値票 ・・・Ｐ１２参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

メーター値票 

  検針票 

使用量票 

検針票 

戻る 

モニター 

  検針操作   

20**/**/** **:**   手動検針   

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ④ 使用量票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              取消 ・・・Ｐ３０⑤へ 
                              確認 ・・・Ｐ３４⑭へ 
 
                              確認 は検針を実施して、検針データを更新 

します。 
                              取消 は過去の検針票を表示・印刷する場合

に選択します。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
ます。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示・検針させたいメーターを選択します。 
 

全て       ・・・Ｐ３１⑦へ 
任意テナント   ・・・Ｐ３３⑬－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ３３⑬－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ３３⑬－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（使用量票）   

戻る 

  手動検針 

    検針データを更新しますが 

検針しますか？ 

過去の検針票を参照する場合は 
[取消]を押してください 

確認 取消 

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（使用量票） 

 ▼ 

 ▲ 
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        ⑦ 全て を押すと次の画面になります。 
 

▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターの使用量票を表示します。 
同一テナントに設定されている最後のメー 
ターの使用量票を表示している場合は、次 
のテナントの最初に設定されているメータ 
ーの使用量票を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント 
に対して次のテナントの最初に設定されて 
いるメーターの使用量票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合 

は、左記の「前回比」は「前年同月比」 
に変わります。“比較”の設定が「なし」 
の場合は、左記の「前回比」の項目は表 
示されません。 
“比較”の設定については、取扱説明書 
（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総使用 ・・・Ｐ３１⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ３１⑨へ 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面７＞ 
 
        ⑧ 総使用 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時までの期間で、 
設定されているメーター種別ごとの使用量 
の合計値を表示します。 
▼ を押すと、設定されているメーター種別 
を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷  ・・・Ｐ３２⑪ 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面８＞ 
 

⑨ ＜画面７＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、表示させている検針票を印 
刷します。 
次頁 を押すと＜画面８＞を表示します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
 

実行  しない 

   使用量票 

   印刷しますか？ 

   印刷しない場合は、[次頁]で 

   メーター種別総使用量票に移 
   ります。 

次頁 

使用量集計期間 

戻る 

メーター種別総使用量票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

印刷 

 ▼ 

印刷 

 ▼ 

戻る 

使用量票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

前回比：            ** ％ 

次頁 印刷  総使用 

今回取得した検針値と 

前回取得した検針値と 

の差分 

前回の使用量との比較 

(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の使用量との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 
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        ⑩ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ３６を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
                ⑪ ＜画面８＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総使用量票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面８＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑫ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総使用量票を印刷します。 
印刷終了後＜画面８＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面８＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中止 

使用量票 

印刷中 

中止 

メーター種別総使用量票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総使用量票 

   印刷しますか？ 
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        ⑬－１ ＜画面６＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
ボタンが表示されます。 

                              設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 
                              ＜画面１３＞ 
 
 
        ⑬－２ ＜画面６＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１４＞ 
 
 
        ⑬－３ ＜画面６＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１５＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１６＞ 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑭ ＜画面４＞で 確認 を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいメーターを選択します。 
※この操作で検針した検針票は、手動検針 

データとして検針盤に記憶されます。 
 

全て       ・・・Ｐ３４⑮へ 
任意テナント   ・・・Ｐ３５⑰－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ３５⑰－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ３５⑰－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面１７＞ 
 
 
        ⑮ 全て を押すと次の画面になります。 
 
 
 
                              確認 を押すと検針データを更新します。 
 
                              戻る を押すと＜画面１７＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１８＞ 
 
 
        ⑯ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、

＜画面７＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１９＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

手動検針 

戻る 

  手動検針 

現在値 

      検針しますか 

確認 

  手動検針 

検針中 

  しばらくお待ちください。 
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        ⑰－１ ＜画面１４＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２０＞ 
 
 
        ⑰－２ ＜画面１４＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２１＞ 
 
 
        ⑰－３ ＜画面１４＞で任意テナント任意メーター種別を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面２３＞を表示します。 

 
                              ＜画面２２＞ 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２３＞ 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（使用量票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値、

使用量、前回比（前年同月比）は「？？・・・？」

と表記されます。 

 

前回メーター値が無いため使用量が算出でき

ない場合、使用量、前回比（前年同月比）は

「－－・・・－」と表記されます。 

 

前回比（前年同月比）が桁あふれ（60000％よ

り大きい）の場合、「＊＊・・・＊」と表記さ

れます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

使用量票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 
前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

前回比           ** ％ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

前回比           ** ％ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント３ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
メーター種別総使用量票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別        水道 

**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｍ３ 

メーター種別        電灯 

**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｋＷｈ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
「自動印刷」設定の場合は

“種別合計印刷”の設定が

「あり」のとき、使用量票

に続いて、メーター種別総

使用量票が印刷される。 

 

＜画面１１＞から実行 

を押した場合でも、メータ

ー種別総使用量票が印刷

される。 

前回の使用量との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の使用量との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

 今回検針をおこなった日時 

 今回検針をおこなった時点での検針値 
前回検針をおこなった日時 

 前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

使用量集計期間 

対象メーター種別 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの使用量を合計した値 
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  ６－２－３．検針票（料金票）の表示・印刷 
       自動検針モードが設定されている場合は、検針日ごとに今回取得した検針値と前回取得した検

針値の差分から使用量を算出します。使用量に対してあらかじめ設定されている単価をかけ合

わせて使用料金を算出、さらに別途「固定費」が設定されている場合は加算して小計を算出し

ます。小計に対して設定されている税金率をかけ合わせて税金額を算出し、合計して請求金額

を算出してテナントごとに料金票を作成します。 
       手動検針モードを選択している場合は、そのつど検針を行い、今回取得した検針値と前回取得

した検針値の差分から算出した使用量を用いて請求金額を算出し、テナントごとに料金票を作

成します。 
       作成した料金票は、表示及び印刷できます。 
       なお、自動検針＋自動印刷モードが設定されている場合は、検針後自動的に料金票が印刷され

ますので、再度料金票が必要になった場合に印刷操作をおこなってください。 
       ここでは、 
          ○全て（全テナント全メーター） 
          ○任意テナント 
          ○任意メーター種別 
          ○任意テナント任意メーター種別 
       ごとに対象を選択することができます。 
 
 
   （１）自動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                             入退去処理 ・・・Ｐ５１参照 

                              モニター  ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              料金票 を押します。 
 
                              メーター値票 ・・・Ｐ１２参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
        ④ 料金票 を押すと次の画面になります。 
 

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
ます。 
 
※検針周期の設定により、閲覧できる過去 

データの保存周期は異なります。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               

表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 
全て       ・・・Ｐ３９⑥へ 
任意テナント   ・・・Ｐ４１⑫－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ４１⑫－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ４１⑫－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面５＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（料金票）   

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター値票 

  検針票 

料金票 
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        ⑥ 全て を押すと次の画面になります。 
 
                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの料金票を表示します。同

一テナントに設定されている最後のメータ

ーの料金票を表示している場合は、＜画面

７＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合

は、左記の「前回比」は「前年同月比」

に変わります。“比較”の設定が「なし」

の場合は、左記の「前回比」の項目は表

示されません。           

“比較”の設定については、取扱説明書

（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ３９⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ４０⑧へ 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

                              ＜画面６＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ

れているメーターの料金表情報を表示しま

す。 
                              総料金 を押すと＜画面８＞を表示します。 
                               

※“固定費”の設定がない場合は、左記の 
固定費の部分（６行）は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ３９⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ４０⑧へ 

                               
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面７＞ 
 
        ⑦ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時までの期間で、 
設定されているメーター種別ごとの使用量 
の合計値及び料金の合計値を表示します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター 
種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
 
印刷 ・・・Ｐ４０⑩ 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面８＞ 
 
 
 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

料金票 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 

今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

戻る 

料金票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 
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                ⑧＜画面７＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時の料金票 
を印刷します。 
次頁 を押すと、＜画面８＞を表示します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑨ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時の料金 
票を印刷します。 
印刷終了後＜画面３＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ４２を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
                ⑩＜画面８＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総料金票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面８＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面８＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面８＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ４２を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 

中止 

料金票 

印刷中 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

   印刷しない場合は、[次頁]で 

   メーター種別総料金票に移り 

   ます。 

次頁 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 
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        ⑫－１ ＜画面５＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１３＞ 
 
 
        ⑫－２ ＜画面５＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

                              ＜画面１４＞ 
 
        ⑫－３ ＜画面５＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１５＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

                              ＜画面１６＞ 
 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別総料金票 
○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別        水道 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｍ３ 

総料金                      **円 

メーター種別        電灯 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｋＷｈ 

総料金                      **円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

合計金額                    **円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 
小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

 
「自動印刷」設定の場合は

“種別合計印刷”の設定が

「あり」のとき、料金票に

続いて、メーター種別総料

金票が印刷されます。 

 

＜画面１１＞から実行 

を押した場合でも、メータ

ー種別総料金票が印刷さ

れます。 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針をおこなった日時 
今回検針をおこなった時点での検針値 

前回検針をおこなった日時 
前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

使用量集計期間 

対象メーター種別 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの使用量を合計した値 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの料金を合計した値 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値、

使用量、料金、前回比（前年同月比）は

「？？・・・？」と表記されます。 

 

前回メーター値が無いため使用量が算出でき

ない場合、使用量、料金、前回比（前年同月

比）は「－－・・・－」と表記されます。 

 

料金単価が設定されていない場合、料金は 

「－－・・・－」と表記されます。 

 

前回比（前年同月比）が桁あふれ（60000％よ

り大きい）の場合、「＊＊・・・＊」と表記さ

れます。 
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   （２）手動検針モードが設定されているときの操作手順 
 
        ①バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
                              検針票 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 検針票 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              料金票 を押します。 
 
                              メーター値票 ・・・Ｐ１２参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

メーター値票 

  検針票 

料金票 

20**/**/** **:**   手動検針   

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  
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        ④ 料金票 を押すと次の画面になります。 
 
                              取消 ・・・Ｐ４４⑤へ 
                              確認 ・・・Ｐ４８⑭へ 
 
                              確認 は検針を実施して、検針データを更新

します。 
                              取消 は過去の検針票を表示・印刷する場合

に選択します。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい検針票の日付を選択し 
ます。 

 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 

表示・検針させたいメーターを選択します。 
 
全て       ・・・Ｐ４５⑦へ 
任意テナント   ・・・Ｐ４７⑬－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ４７⑬－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ４７⑬－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
 
                                                            ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  検針票（使用量票）   

戻る 

  手動検針 

    検針データを更新しますが 

検針しますか？ 

過去の検針票を参照する場合は 
[取消]を押してください 

確認 取消 

検針を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  検針票（使用量票） 

 ▼ 

 ▲ 



- 45 - 

        ⑦ 全て を押すと次の画面になります。 
 

▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターの料金票を表示します。 
同一テナントに設定されている最後のメー 
ターの料金票を表示している場合は＜画面 
７＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント 
に対して次のテナントの最初に設定されて 
いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合 

は、左記の「前回比」は「前年同月比」 
に変わります。“比較”の設定が「なし」 
の場合は、左記の「前回比」の項目は表 
示されません。            
“比較”の設定については、取扱説明書 
（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ４５⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ４６⑨へ 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

                              ＜画面７＞ 
 
 

▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ 
れているメーターの料金表情報を表示しま 
す。 
総料金 を押すと＜画面８＞を表示します。 

                               
※“固定費”の設定がない場合は、左記の 
「固定費の部分」は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ４５⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ４６⑨へ 

                               
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面８＞ 
 
        ⑧ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時までの期間で、 
設定されているメーター種別ごとの使用量 
の合計値及び料金の合計値を表示します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター 
種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
印刷 ・・・Ｐ４６⑪ 
 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面９＞ 
 
 
 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

料金票 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 

戻る 

料金票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 
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⑨ ＜画面７＞または＜画面８＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、表示させている検針票を印 
刷します。 
次頁 を押すと＜画面９＞を表示します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
        ⑩ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ５０を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
                ⑪ ＜画面９＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総料金票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面９＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
        ⑫ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面９＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面９＞に 
戻ります。 

 
                              印刷例はＰ５０を参照してください。 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

   印刷しない場合は、[次頁]で 

   メーター種別総料金票に移り 

   ます。 

次頁 

中止 

料金票 

印刷中 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 
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        ⑬－１ ＜画面６＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面１４＞ 
 
        ⑬－２ ＜画面６＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１５＞ 
 
        ⑬－３ ＜画面６＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１７＞を表示します。 

 
                              ＜画面１６＞ 
 

続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                               
＜画面１７＞ 

 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑭ ＜画面４＞で 確認 を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいメーターを選択します。 
※この操作で検針した検針票は、手動検針 

データとして検針盤に記憶されます。 
                               

全て       ・・・Ｐ４８⑮へ 
任意テナント   ・・・Ｐ４９⑰－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ４９⑰－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ４９⑰－３へ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面１８＞ 
 
 
        ⑮ 全て を押すと次の画面になります。 
 
 
 
                              確認 を押すと検針データを更新します。 
 
                              戻る を押すと＜画面１８＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１９＞ 
 
 
        ⑯ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、 
＜画面７＞を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２０＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

手動検針 

戻る 

  手動検針 

現在値 

      検針しますか 

確認 

  手動検針 

検針中 

  しばらくお待ちください。 
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        ⑰－１ ＜画面１８＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２１＞ 
 
        ⑰－２ ＜画面１８＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２２＞ 
 
        ⑰－３ ＜画面１８＞で任意テナント任意メーター種別を押した場合は、次の画面になります。 
 

検針したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面２４＞を表示します。 

 
                              ＜画面２３＞ 
 

検針したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面２４＞ 
 
 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別総料金票 
○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別        水道 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｍ３ 

総料金                      **円 

メーター種別        電灯 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｋＷｈ 

総料金                      **円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

合計金額                    **円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 
小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

 
「自動印刷」設定の場合は

“種別合計印刷”の設定が

「あり」のとき、料金票に

続いて、メーター種別総料

金票が印刷されます。 

 

＜画面１２＞から実行 

を押した場合でも、メータ

ー種別総料金票が印刷さ

れます。 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針をおこなった日時 
今回検針をおこなった時点での検針値 

前回検針をおこなった日時 
前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

使用量集計期間 

対象メーター種別 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの使用量を合計した値 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの料金を合計した値 

 
検針値が取得できなかった場合、メーター値、

使用量、料金、前回比（前年同月比）は

「？？・・・？」と表記されます。 

 

前回メーター値が無いため使用量が算出でき

ない場合、使用量、料金、前回比（前年同月

比）は「－－・・・－」と表記されます。 

 

料金単価が設定されていない場合、料金は 

「－－・・・－」と表記されます。 

 

前回比（前年同月比）が桁あふれ（60000％よ

り大きい）の場合、「＊＊・・・＊」と表記さ

れます。 
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  ６－２－４．入居・退去時の検針 
       自動検針モードの場合、検針日に自動的に検針して、今回取得した検針値と前回取得した検針

値とで使用量および料金を計算します。 
       しかし、途中でテナントの入居・退去が発生する場合、入居・退去の当日の検針値で使用量お

よび料金を算出する必要があります。 
       入居の場合は使用量および料金計算をスタートする日に、退去の場合は使用量および料金を精

算する日に、その都度それぞれ操作してください。 
       ただし、入退去の検針は設定されているメーターに対して、自動検針が終了してから次の自動

検針がおこなわれるまでの間に２回までしか実行できません。２回を超えて検針しようとして

いるメーターが含まれている場合、Ｐ５５＜画面１４＞が表示され検針できません。 
 
        ここでは、 
          ○全て（全テナント全メーター） 
          ○任意テナント 
          ○任意メーター種別 
          ○任意テナント任意メーター種別 
        に対して入退去処理をおこなうことができます。 
 
       手動検針モードが設定されている場合は、手動でその都度検針できますので入退去処理の項目

はメニューにありません。（入居・退去されるテナントごとに検針操作をおこなってください） 
この場合は、「６－２－３．検針票（料金票）の表示・印刷（２）手動検針モードが設定され

ているときの操作手順」の 検針操作 でおこないます。 
 
  操作手順 
 
   （１）全て（全テナント全メーター）に対する入退去処理 
       入居・退去のときに、全てのテナント・メーターに対して検針をおこないます。 
 

 注  記  

 入居・退去するテナント以外のテナントも今回検針値が更新されてしまいますので、通常は 

  この操作はおこなわないでください 

 （この操作は全テナント、全メーターに対して一度検針値をゼロからやり直すような特殊な 

  場合におこなうのみです。通常は“任意テナント”などに対して実施します） 

 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票  ・・・Ｐ１１参照 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
        ③ 入退去処理 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              入退去 を押します。 
 
                              過去の入退去データ ・・・Ｐ７７参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ 入退去 を押すと次の画面になります。 
 
                               

入退去処理（検針）したいメーターを選択 
します。 
※入退去操作の上限回数は自動検針実施後 
２回です。 
上限回数を超えるメーターが含まれてい 
る場合は＜画面１４＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 全て を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

戻る 

入退去 

  入退去処理 

過去の入退去データ 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

入退去処理 

戻る 

  入退去処理 

   検針データを更新しますが 

      検針しますか 

確認 
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        ⑥ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、 
＜画面７＞を表示します。 

 
※“検針票”の設定が“料金票”の場合を 
例として記載しています。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 

▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターの料金票を表示します。 
同一テナントに設定されている最後のメー 
ターの料金票を表示している場合は、 
＜画面８＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント 
に対して次のテナントの最初に設定されて 
いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合 

は、左記の「前回比」は「前年同月比」 
に変わります。“比較”の設定が「なし」 
の場合は、左記の「前回比」の項目は表 
示されません。 
“比較”の設定については、取扱説明書 
（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ５４⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ５４⑧へ 
 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面７＞ 
 
 

▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ 
れているメーターの料金表情報を表示しま 
す。 
総料金 を押すと＜画面９＞を表示します。 

                               
※“固定費”の設定がない場合は、左記の 

「固定費の部分」は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ５４⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ５４⑧へ 

                               
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 

  入退去処理 

検針中 

  しばらくお待ちください。 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

入退去処理 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

入退去処理 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

入退去処理を行った日時 

今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 
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        ⑦ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時（入退去処理時） 
までの期間で、選択したメーター種別ごと 
の使用量の合計値及び料金の合計値を表示 
します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター 
種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ５４⑩ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面９＞ 
 

⑧ ＜画面７＞または＜画面８＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、表示させている検針票を印 
刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
        ⑨ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
                ⑩ ＜画面９＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総料金票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面９＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 
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        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面９＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面９＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 

⑫ ＜画面４＞にて入退去操作の上限回数を超えていた場合に 全て を押すと次の画面が 
表示されます。 

 
 
                               戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１４＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

  入退去処理 

   入退去操作の上限回数の２回 

を超えているメーターが 

含まれています。 

   次回の検針が終了するまでは 

入退去操作をすることは 

できません。 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 
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＜印刷例＞ 

       【入退去処理後の手動印刷】（画面１０からの印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 
前回検針をおこなった日時 

前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 
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＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の自動印刷】（自動検針時に実行される印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回自動検針をおこなった日時 

今回自動検針をおこなった時点での検針値 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 
前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分（入退去処理後からの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

前回自動検針をおこなった日時 
前回自動検針をおこなった時点での検針値 

入退去処理時の検針値と前回自動検針時の検針値との差分（入退去処理時までの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
入退去処理実施時から今回の自動検針

までの料金データ。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

 
前回の自動検針から入退去処理実施時

までの料金データ。 



- 58 - 

 
   （２）任意テナントに対する入退去処理 
       入居・退去のときに、該当するテナントを指定して検針をおこないます。 
       入居・退去の検針は、通常この操作をおこなってください。 
       入居の場合は、あらかじめテナント情報を設定しておく必要があります。 
 
       ※テナント情報設定については取扱説明書（保守点検編）をご覧ください。 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票  ・・・Ｐ１１参照 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 入退去処理 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              入退去 を押します。 
 
                              過去の入退去データ ・・・Ｐ７７参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  

戻る 

入退去 

  入退去処理 

過去の入退去データ 
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        ④ 入退去 を押すと次の画面になります。 
 
                               

入退去処理（検針）したいメーターを選択 
します。 
※入退去操作の上限回数は自動検針実施後 
２回です。 
上限回数を超えるメーターが含まれてい 
る場合は＜画面１５＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 任意テナント を押すと次の画面になります。 
 

入退去処理（検針）したいテナントを選択 
します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
※全テナントは選択しないでください。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 

                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
        ⑦ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、 
＜画面８＞を表示します。 

 
※“検針票”の設定が“料金票”の場合を 
例として記載しています。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

入退去処理 

戻る 

  入退去処理 

   検針データを更新しますが 

      検針しますか 

確認 

  入退去処理 

検針中 

  しばらくお待ちください。 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  入退去処理 

 ▲ 

 ▼ 
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▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 
る次のメーターの料金票を表示します。 
同一テナントに設定されている最後のメー 
ターの料金票を表示している場合は、＜画 
面８＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント 
に対して次のテナントの最初に設定されて 
いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合 

は、左記の「前回比」は「前年同月比」 
に変わります。“比較”の設定が「なし」 
の場合は、左記の「前回比」の項目は表 
示されません。            
“比較”の設定については、取扱説明書 
（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ６０⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ６１⑨へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

 
                              ＜画面８＞ 
 
 

▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ 
れているメーターの料金表情報を表示しま 
す。 
総料金 を押すと＜画面９＞を表示します。 

                               
 

※“固定費”の設定がない場合は、左記の 
「固定費の部分」は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ６０⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ６１⑨へ 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑧ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 

前回検針時から今回検針時（入退去処理時） 
までの期間で、選択したメーター種別ごと 
の使用量の合計値及び料金の合計値を表示 
します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター 
種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ６１⑪ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面１０＞ 
 

戻る 

入退去処理 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

入退去処理を行った日時 

今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

入退去処理 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 
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⑨ ＜画面８＞または＜画面９＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、表示させている検針票を印 
刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑩ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
                ⑪ ＜画面１０＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総料金票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面１０ 
＞に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
        ⑫ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面１０＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面１０＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１４＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 
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⑬ ＜画面４＞にて入退去操作の上限回数を超えていた場合に 任意テナント を押すと次の 

画面が表示されます。 
 
 
                               戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１５＞ 
 
 
 

＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の手動印刷】（画面１１からの印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 
前回検針をおこなった日時 

前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

戻る 

  入退去処理 

   入退去操作の上限回数の２回 

を超えているメーターが 

含まれています。 

   次回の検針が終了するまでは 

入退去操作をすることは 

できません。 
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＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の自動印刷】（自動検針時に実行される印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 
－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回自動検針をおこなった日時 

今回自動検針をおこなった時点での検針値 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 
前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分（入退去処理後からの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

前回自動検針をおこなった日時 
前回自動検針をおこなった時点での検針値 

入退去処理時の検針値と前回自動検針時の検針値との差分（入退去処理時までの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
入退去処理実施時から今回の自動検針

までの料金データ。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

 
前回の自動検針から入退去処理実施時

までの料金データ。 
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   （３）任意メーター種別に対する入退去処理 
       入居・退去のときに、該当するメーター種別を指定して検針をおこないます。 
 

 注  記  

  この検針は全てのテナントが対象ですので、入居・退去するテナント以外のテナントも今回 

検針値が更新されてしまいます。 

  通常はこの操作はおこなわないでください。 

 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票  ・・・Ｐ１１参照 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 入退去処理 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              入退去 を押します。 
 
                              過去の入退去データ ・・・Ｐ７７参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  

戻る 

入退去 

  入退去処理 

過去の入退去データ 
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        ④ 入退去 を押すと次の画面になります。 
 
                               

入退去処理（検針）したいメーターを選択 
します。 
※入退去操作の上限回数は自動検針実施後 
２回です。 
上限回数を超えるメーターが含まれてい 
る場合は＜画面１５＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 任意メーター種別 を押すと次の画面になります。 
 

入退去処理（検針）したいメーター種別を 
選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。メーター種別を選択すると設定、取消 
ボタンが表示されます。取消 は前画面に戻 
ります。 

                               
 
                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
        ⑦ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、 
＜画面８＞を表示します。 
 
※“検針票”の設定が“料金票”の場合を 
例として記載しています。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

入退去処理 

戻る 

  入退去処理 

   検針データを更新しますが 

      検針しますか 

確認 

  入退去処理 

検針中 

  しばらくお待ちください。 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの料金票を表示します。同

一テナントに設定されている最後のメータ

ーの料金票を表示している場合は、＜画面

８＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合

は、左記の「前回比」は「前年同月比」

に変わります。“比較”の設定が「なし」

の場合は、左記の「前回比」の項目は表

示されません。           

“比較”の設定については、取扱説明書

（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ６６⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ６７⑨へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面８＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ

れているメーターの料金表情報を表示しま

す。 
                              総料金 を押すと＜画面９＞を表示します。 
                               
 

※“固定費”の設定がない場合は、左記の

「固定費の部分」は表示されません。 
                               “固定費”の設定については、取扱説明 

書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ６６⑧へ 
印刷  ・・・Ｐ６７⑨へ 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑧ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 
                              前回検針時から今回検針時（入退去処理時）

までの期間で、選択したメーター種別ごと

の使用量の合計値及び料金の合計値を表示

します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター

種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ６７⑪ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 

戻る 

入退去処理 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

入退去処理を行った日時 

今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

入退去処理 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 
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⑨ ＜画面８＞または＜画面９＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、表示させている検針票を印

刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑩ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
                ⑪ ＜画面１０＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 

実行 を押すと、選択した検針日時のメータ 
ー種別総料金票を印刷します。 
しない を押すと、印刷しないで＜画面１０ 
＞に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
        ⑫ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面１０＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面１０＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１４＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 
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⑬ ＜画面４＞にて入退去操作の上限回数を超えていた場合に 任意メーター種別 を押すと 

次の画面が表示されます。 
 
 
                               戻る を押すと、＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１５＞ 
 
 
 

＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の手動印刷】（画面１１からの印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 
                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 
前回検針をおこなった日時 

前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

戻る 

  入退去処理 

   入退去操作の上限回数の２回 

を超えているメーターが 

含まれています。 

   次回の検針が終了するまでは 

入退去操作をすることは 

できません。 
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＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の自動印刷】（自動検針時に実行される印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回自動検針をおこなった日時 

今回自動検針をおこなった時点での検針値 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 
前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分（入退去処理後からの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

前回自動検針をおこなった日時 
前回自動検針をおこなった時点での検針値 

入退去処理時の検針値と前回自動検針時の検針値との差分（入退去処理時までの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
入退去処理実施時から今回の自動検針

までの料金データ。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

 
前回の自動検針から入退去処理実施時

までの料金データ。 
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   （４）任意テナント任意メーターに対する入退去処理 
       入居・退去のときに、該当するテナント及びメーター種別を指定して検針をおこないます。 
       入居の場合は、あらかじめテナント情報を設定しておく必要があります。 
 
       ※テナント情報設定については取扱説明書（保守点検編）をご覧ください。 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票  ・・・Ｐ１１参照 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 入退去処理 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              入退去 を押します。 
 
                              過去の入退去データ ・・・Ｐ７７参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  

戻る 

入退去 

  入退去処理 

過去の入退去データ 
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        ④ 入退去 を押すと次の画面になります。 
 
                               

入退去処理（検針）したいメーターを選択 
します。 
※入退去操作の上限回数は自動検針実施後 
２回です。 
上限回数を超えるメーターが含まれてい 
る場合は＜画面１６＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 任意テナント任意メーター種別 を押すと次の画面になります。 
 

入退去処理（検針）したいテナントを選択 
します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
※全テナントは選択しないでください。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 

                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 設定 を押すと次の画面になります。 
 

続けて入退去処理（検針）したいメーター 
種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。メーター種別を選択すると設定、取消 
ボタンが表示されます。取消 は前画面に戻 
ります。 

                               
 
                              ＜画面６＞ 
 
        ⑦ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

入退去処理 

戻る 

  入退去処理 

   検針データを更新しますが 

      検針しますか 

確認 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  入退去処理 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  検針票（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑧ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、

＜画面９＞を表示します。 
 
                              ※“検針票”の設定が“料金票”の場合を

例として記載しています。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの料金票を表示します。同

一テナントに設定されている最後のメータ

ーの料金票を表示している場合は、＜画面

８＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合

は、左記の「前回比」は「前年同月比」

に変わります。“比較”の設定が「なし」

の場合は、左記の「前回比」の項目は表

示されません。           

“比較”の設定については、取扱説明書

（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ７３⑨へ 
印刷  ・・・Ｐ７３⑩へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面９＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ

れているメーターの料金表情報を表示しま

す。 
                              総料金 を押すと＜画面９＞を表示します。 
                               
 

※“固定費”の設定がない場合は、左記の

「固定費の部分」は表示されません。 
                               “固定費”の設定については、取扱説明 

書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ７３⑨へ 
印刷  ・・・Ｐ７３⑩へ 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 

戻る 

入退去処理 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

入退去処理を行った日時 

今回（入退去処理時）取得

した検針値と前回取得した

検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

  入退去処理 

検針中 

  しばらくお待ちください。 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

入退去処理 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 
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        ⑨ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 
                              前回検針時から今回検針時（入退去処理時）

までの期間で、選択したメーター種別ごと

の使用量の合計値及び料金の合計値を表示

します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター

種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ７３⑫ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面１１＞ 
 

⑩ ＜画面９＞または＜画面１０＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、表示させている検針票を印

刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
                ⑫ ＜画面１１＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、選択した検針日時のメータ

ー種別総料金票を印刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面１１

＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１４＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 
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        ⑬ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面１１＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面１１＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１５＞ 
 
 

⑭＜画面４＞にて入退去操作の上限回数を超えていた場合に任意テナント任意メーター種別 
を押すと次の画面が表示されます。 

 
 
                               戻る を押すと、＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

  入退去処理 

   入退去操作の上限回数の２回 

を超えているメーターが 

含まれています。 

   次回の検針が終了するまでは 

入退去操作をすることは 

できません。 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 
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＜印刷例＞ 

       【入退去処理後の手動印刷】（画面１２からの印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 
－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 
前回検針をおこなった日時 

前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 
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＜印刷例＞ 
       【入退去処理後の自動印刷】（自動検針時に実行される印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回自動検針をおこなった日時 

今回自動検針をおこなった時点での検針値 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 
前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分（入退去処理後からの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 
                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

前回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 

前回自動検針をおこなった日時 
前回自動検針をおこなった時点での検針値 

入退去処理時の検針値と前回自動検針時の検針値との差分（入退去処理時までの使用量） 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

 
入退去処理実施時から今回の自動検針

までの料金データ。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 

・ 

・ 

 
前回の自動検針から入退去処理実施時

までの料金データ。 
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   （５）過去の入退去データの閲覧・印刷 
       過去におこなった入退去処理について、表示・印刷をおこないます。 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票  ・・・Ｐ１１参照 
                              モニター ・・・Ｐ８３参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 入退去処理 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              過去の入退去データ を押します。 
 
                              入退去 ・・・Ｐ５１参照 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  

戻る 

入退去 

  入退去処理 

過去の入退去データ 
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        ④ 過去の入退去データ を押すと次の画面になります。 
 
                               

１画面で表示できない数の過去データがあ 
る場合は▲、▼ボタンで表示されていない 
過去データを表示させます。 
表示・印刷させたい入退去処理をおこなっ 
たの日付を選択します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 20**年**月**日  **時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示・検針させたいメーターを選択します。 
 

全て       ・・・Ｐ７９⑥へ 
任意テナント   ・・・Ｐ８１⑫－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ８１⑫－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ８１⑫－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面５＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  過去の入退去データ 

入退去処理を実施した 

年月日時分を表示 

20**年**月**日  **時**分 

戻る 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

20**年**月**日  **時**分 

  過去の入退去データ 

 ▼ 

 ▲ 
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        ⑥ 全て を押すと次の画面になります。 
 
                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの料金票を表示します。同

一テナントに設定されている最後のメータ

ーの料金票を表示している場合は、＜画面

７＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合

は、左記の「前回比」は「前年同月比」

に変わります。“比較”の設定が「なし」

の場合は、左記の「前回比」の項目は表

示されません。           

“比較”の設定については、取扱説明書

（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ７９⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ８０⑧へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面６＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ

れているメーターの料金表情報を表示しま

す。 
                              総料金 を押すと＜画面８＞を表示します。 
                               

※“固定費”の設定がない場合は、左記の 
「固定費の部分」は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ７９⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ８０⑧へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

 
                              ＜画面７＞ 
 
        ⑦ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 
                              前回検針時から今回検針時（入退去処理時）

までの期間で、選択したメーター種別ごと

の使用量の合計値及び料金の合計値を表示

します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター

種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ８０⑩ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 

戻る 

過去の入退去データ 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 

入退去処理を行った日時 

今回（入退去処理時）取得

した検針値と前回取得した

検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

過去の入退去データ 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 



- 80 - 

⑧ ＜画面６＞または＜画面７＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、表示させている検針票を印

刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑨ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
                ⑩ ＜画面１１＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、選択した検針日時のメータ

ー種別総料金票を印刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面８＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面８＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面８＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 
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        ⑫－１ ＜画面５＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１３＞ 
 
        ⑫－２ ＜画面５＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１４＞ 
 
        ⑫－３ ＜画面５＞で任意テナント任意メーター種別を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示したいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１５＞ 
 

表示したいメーター種別を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              ＜画面１６＞ 
 
 
 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  過去の入退去データ 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  過去の入退去データ 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  過去の入退去データ 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  過去の入退去データ 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 

       【過去の入退去データ印刷】（画面９からの印刷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

・ 
・ 

・ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 

小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった日時 

今回検針（入退去処理を実施）をおこなった時点での検針値 
前回検針（入退去処理を実施する１回前の検針）をおこなった日時 

前回検針（入退去処理を実施する１回前の検針）をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値と前回取得した検針値との差分 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 
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 ６－２－５．現在の検針値（メーター値、使用量、料金）の確認 
       今現在のメーター値、料金について確認することができます。 

ここでは、 
         ○全て（全テナント全メーター） 
         ○任意テナント 
         ○任意メーター種別 
         ○任意テナント任意メーター種別 
       ごとに対象を選択することができます。 
 
       ※ここでの検針操作は検針票として検針盤に保存されません。 
 
 プラスαシステムをご利用の場合(「シリアルポート設定」にて、外部通信の項目が「アルファ

通信」に設定されている場合)「メーター値票」を「全て」に対して検針すると通常印字の他に

メンテナンス用としてプラスαシステムへのデータ送出順での印字が行えます。 
 
  操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください（どこでもかまいません）。 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 

※“検針票”の設定が“料金票”で、自動 
検針モードを選択している場合を例とし 
て記載しています。 

 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② 検針操作 を押して検針操作メニューを表示させます。 
 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
                              検針票   ・・・Ｐ１１参照 
                              入退去処理 ・・・Ｐ５１参照 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
        ③ モニター を押すと次の画面になります。 
 
 
                              料金票 を押します。 
 
                              メーター値票 を押すとメーター値票の 

モニタ画面の表示選択になります。 
 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******

検針票 

戻る 

入退去処理 

モニター 

  検針操作   

現在の年月日時分  

戻る 

メーター値票 

  モニター 

料金票 
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        ④ 料金票 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 

全て       ・・・Ｐ８４⑤へ 
任意テナント   ・・・Ｐ８７⑫－１へ 
任意メーター種別 ・・・Ｐ８７⑫－２へ 
任意テナント任意メーター種別 

                                       ・・・Ｐ８７⑫－３へ 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 全て を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              本画面表示中に検針を実施し、検針完了後、

＜画面７＞を表示します。 
 
                               
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

全て 

任意テナント 

任意メーター種別 

任意テナント任意メーター種別 

  モニター（料金票）   

戻る 

  モニター（料金票） 

      現在値 

      検針しますか 

確認 

  モニター（料金票） 

検針中 

  しばらくお待ちください。 
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                              ▼ を押すと、同一テナントに設定されてい 

る次のメーターの料金票を表示します。同

一テナントに設定されている最後のメータ

ーの料金票を表示している場合は、＜画面

８＞を表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 
次頁 を押すと、現在表示しているテナント

に対して次のテナントの最初に設定されて

いるメーターの料金票を表示します。 
※“比較”の設定が「前年同月比」の場合

は、左記の「前回比」は「前年同月比」

に変わります。“比較”の設定が「なし」

の場合は、左記の「前回比」の項目は表

示されません。           

“比較”の設定については、取扱説明書

（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
総料金 ・・・Ｐ８５⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ８６⑧へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                              ＜画面７＞ 
 
 
                              ▼ を押すと、次のテナントの最初に設定さ

れているメーターの料金表情報を表示しま

す。 
                              総料金 を押すと＜画面９＞を表示します。 
                               

※“固定費”の設定がない場合は、左記の 
「固定費の部分」は表示されません。 
“固定費”の設定については、取扱説明 
書（保守点検操作編）をご覧ください。 

 
総料金 ・・・Ｐ８５⑦へ 
印刷  ・・・Ｐ８６⑧へ 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

                               
                              ＜画面８＞ 
 
 
        ⑦ 総料金 を押すと次の画面になります。 
 
                              前回検針時から今回検針時までの期間で、

選択したメーター種別ごとの使用量の合計

値及び料金の合計値を表示します。 
▼ を押すと、設定されている次のメーター

種別を順次表示します。 
▼ を押すと、▲ が表示されます。 
▲ は ▼ と逆の動作をします。 

 
                              印刷 ・・・Ｐ８６⑩ 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面９＞ 
 
 
 

戻る 

現在料金票 

テナント＊＊ 

水道－００１ 

検針日時：  **年 **月 **日 **時 **分 

ﾒｰﾀｰ値：         * ｍ3 

前回検針日： **年 **月 **日 **時 **分 

前回ﾒｰﾀｰ値：       * ｍ3 

使用量：         * ｍ3 

料金：             ** 円 

前回比：             ** ％ 

次頁 印刷  総料金 

 ▼ 今回取得した検針値と前回

取得した検針値との差分 

設定されている単価を用い 

て使用量から演算した金額 

※演算した「料金」の小数

点以下の金額は切り捨て

になります。 

前回の料金との比較(割合) 

「前年同月比」の場合は、 

前年同月の料金との比較 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター名称 

戻る 

メーター種別総料金票 

水道－００１ 

 **年 **月 **日 **時 **分～ 

**年 **月 **日 **時 **分 

総使用量      * ｍ3 

総料金              * 円 

 

印刷 

料金換算期間 

 ▼ 

設定されている 

固定費名称 

戻る 

現在料金票 
テナント＊＊ 

固定費名称：固定費１ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費２ 

固定費：            ** 円 

固定費名称：固定費３ 

固定費：            ** 円 

小計：             ** 円 

税金額：            ** 円 

請求金額：           ** 円 

次頁 印刷  総料金 

 ▲ 

 ▼ 
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⑧ ＜画面７＞または＜画面８＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、表示させている検針票を印

刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１０－１＞ 
 
        ⑨－１ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、表示させている検針票を 
印刷します。印刷終了後＜画面３＞に戻り 
ます。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 

⑨－２ ＜画面３＞でメーター値票、＜画面４＞で全てを選んでいた場合、 
＜画面１０－１＞で実行を押すと次の画面が表示されます。 

 
 

表示順を押すと表示させている順番で 
検針票を印刷します。(＜画面１１＞へ) 
 
送出順を押すとプラスαシステムに送出 
する順番で検針票を印刷します。 
(＜画面１１＞へ) 
 
しないを押すと、印刷しないで＜画面３＞

に戻ります。 
 
                              ＜画面１０－２＞ 
 
                ⑩ ＜画面９＞で 印刷 を押すと次の画面になります。 
 
 
                               実行 を押すと、選択した検針日時のメータ

ー種別総料金票を印刷します。 
                              しない を押すと、印刷しないで＜画面９＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 

実行  しない 

   料金票 

   印刷しますか？ 

中止 

料金票 

印刷中 

印刷順を選択してください。 

実行  しない 

   メーター種別総料金票 

   印刷しますか？ 

 しない 表示順 送出順 
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        ⑪ 実行 を押すと次の画面が表示されます。 
 
 

本画面表示中に、選択した検針日時のメー 
ター種別総料金票を印刷します。 
印刷終了後＜画面９＞に戻ります。 
中止 を押すと印刷を中止し、＜画面９＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
        ⑫－１ ＜画面４＞で 任意テナント を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              ＜画面１４＞ 
 
 
        ⑫－２ ＜画面４＞で 任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいメーター種別を選択し 
ます。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１５＞ 
 
        ⑫－３ ＜画面４＞で 任意テナント任意メーター種別 を押した場合は、次の画面になります。 
 

表示・印刷させたいテナントを選択します。 
１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
選択したテナントのボタンは反転します。 
全テナント を選択すると全てのテナント 
が対象となります。 
テナントを選択すると 設定、取消 ボタン 
が表示されます。取消 は前画面に戻ります。 
設定 を押すと＜画面１７＞を表示します。 
 

                              ＜画面１６＞ 

中止 

メーター種別総料金票 

印刷中 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  モニター（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  モニター（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 

全テナント 

取消 設定 

テナント○○ 

テナント△△ 

テナント□□ 

テナント●● 

テナント▲▲ 

  モニター（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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続けて、表示・印刷させたいメーター種別 
を選択します。 
１画面で表示できない数のメーター種別が 
設定してある場合は▲、▼ボタンで表示さ 
れていないメーター種別を表示させます。 
選択したメーター種別のボタンは反転しま 
す。 
メーター種別を選択すると設定、取消 ボ 
タンが表示されます。取消 は前画面に戻り 
ます。 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

                              ＜画面１７＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  水道○○ 

取消 設定 

  水道△△ 

電灯○○ 

電灯△△ 

動力○○ 

動力△△ 

  モニター（料金票） 

 ▲ 

 ▼ 
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＜印刷例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対象テナントに対し、固定

費の設定がある場合のみ

印刷されます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

料金票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント１ 

メーター種別 水道－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

メーター種別 電灯－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｋＷｈ 

使用量               ** ｋＷｈ 

料金                       ** 円 

前回比                     ** ％ 

固定費   ○○○ 

                           ** 円 

固定費   △△△ 

                           ** 円 

固定費   □□□ 

                           ** 円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

小計                       ** 円 

税金額                     ** 円 

請求金額                   ** 円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント２ 

メーター種別 水道－００１ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

前回検針日 **年**月**日**時**分 

前回ﾒｰﾀｰ値           ** ｍ３ 

使用量               ** ｍ３ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別総料金票 
○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター種別        水道 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｍ３ 

総料金                      **円 

メーター種別        電灯 
**年**月**日**時**分～ 

            **年**月**日**時**分 

総使用量              **ｋＷｈ 

総料金                      **円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

合計金額                    **円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

注意：演算した「料金」の小数点以下の金額は切り捨て

になります。 

各メーターの料金と固定費の合計 
小計の消費税分 

小計＋消費税の合計 

 
「自動印刷」設定の場合は

“種別合計印刷”の設定が

「あり」のとき、料金票に

続いて、メーター種別総料

金票が印刷されます。 

 

＜画面１２＞から実行 

を押した場合でも、メータ

ー種別総料金票が印刷さ

れます。 

前回の料金との比較 

（「前年同月比」の場合は、前年同月の料金との比較） 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

設定されているテナント名称 

設定されているメーター種別名称 

今回検針をおこなった日時 
今回検針をおこなった時点での検針値 

前回検針をおこなった日時 
前回検針をおこなった時点での検針値 

今回取得した検針値値と前回取得した検針値との差分 

設定されている物件名 

印刷をおこなった日時 

使用量集計期間 

対象メーター種別 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの使用量を合計した値 

設定されている単価を用いて使用量から演算した金額 

各テナントに割り当てられている「対象メー

ター種別」に対して、集計期間におけるそれ

ぞれの料金を合計した値 
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＜印刷例(送出順)＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アルファ出力送出順」の記載がある 

帳票には、通常の表記に加え、 

「テナント番号」「メーター種別」 

「メーター番号」の数列(プラスαへ送信 

する電文データ)も併せて表記する。 

プラスαシステムへ送出する順(アメリス DM への登録番号が若い順)に印刷する。 

 

※同一テナント内でメーターの削除・登録があると必ずしも表示順と同じ順番 

になるわけではないので注意が必要。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
メーター値票 

 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント３ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・ 

・ 

・ 

(アルファ出力送出順) 

 

テナント 1 

〇〇 

 メーター種別 水道－００１ 

△△ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

□□ 

メーター種別 電灯－００１ 
検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

テナント２ 

〇〇 

メーター種別 電灯－００２ 

       △△ 

検針日   **年**月**日**時**分 

ﾒｰﾀｰ値               ** ｍ３ 

□□ 

メーター種別 水道－００２ 

検針日   **年**月**日**時**分 
ﾒｰﾀｰ値               ** ｋＷｈ 

「アルファ出力送出順」を印刷 

メーター番号 

メーター種別 

テナント番号 
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６－３．エネルギー管理メニュー 
      検針盤で記憶している検針データ（検針票、ロガーデータ）や履歴データをＣＳＶファイル形式 

で引き出すことができます。 
データを引き出す際、ＵＳＢメモリもしくはＳＤカードが必要となります。検針盤に搭載してお 
りますＵＳＢポート、ＳＤカードスロット（位置の詳細はＰ５ ４－２．各部の名称 参照）に挿 
入してご使用ください。 
※ＵＳＢメモリ、ＳＤカードは検針盤に装備されておりません。お客様側でご準備願います。 
 
ここでは、 

   ○ロガーデータ転送 
   ○検針票転送 
   ○履歴転送 
 がおこなえます。 

 
 
  ６－３－１．ロガーデータ転送 
       ロガー機能が設定されている場合、記録したロガーデータをＣＳＶファイル形式で取り出しま

す。 
 
  

 注  記  
 

●ロガーデータ転送中はロガー検針を停止します。 
ロガー検針の間隔を考慮してロガーデータを転送する必要があります。 

 
例．ロガー検針の間隔を１０分毎に設定した場合 

６ファイル（６時間分の検針データ）を出力するのに約１分の転送時間を要します。 
２４ファイル（１日分の検針データ）を出力するのに約４分の転送時間を要します。 

 
従いまして、ロガー検針の欠測なくロガーデータを転送するには、ロガー検針終了後に 
最大２日分（転送時間：約８分）を選択して転送させる必要があります。 

 
最大数である２,２３２ファイル（３ヶ月分の検針データ）を出力するには、約６時間 
１２分の転送時間を要します。 

 ※ロガー機能の詳細についてはＰ１４０参照 
 
 

 注  記  

  データ転送中にＵＳＢメモリまたはＳＤカードを抜かないでください。 

   

 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ② エネルギー管理 を押してエネルギー管理メニューを表示させます。 
 
 
                              ＵＳＢメモリデータ転送 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
           ＜画面１＞もしくは＜画面２＞を表示時にＵＳＢメモリもしくはＳＤカードを検針盤

に挿入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ＵＳＢメモリの挿入              ＳＤカードの挿入 
 
 
        ③ ＵＳＢメモリデータ転送 を押すと次の画面になります。 
 
 

※ＳＤカードデータ転送 の場合は、 
「ＵＳＢメモリ」の部分を「ＳＤカード」 
に読み替えてください。 

 
                              ロガーデータ転送 ・・・Ｐ９３④へ 
                              検針票転送 ・・・・・・Ｐ９７参照 
                              履歴転送 ・・・・・・・Ｐ１０４参照 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

ＳＤカードデータ転送 

  エネルギー管理 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   （アメリス→ＵＳＢメモリ転送） 

ロガーデータ転送 

検針票転送 

履歴転送 
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        ④ ロガーデータ転送 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 

最新データのみ  ・・・Ｐ９３⑤へ 
任意の期間    ・・・Ｐ９４⑧へ 
全データ     ・・・Ｐ９５⑪へ 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 最新データのみ を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中にデータ転送を実施し、転送 
完了後、＜画面７＞を表示します。 

 
                              中止 を押すとデータの転送を中止して 

＜画面８＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 

戻る 

最新データのみ 

任意の期間 

全データ 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   （アメリス→ＵＳＢメモリ転送） 

    ロガーデータ転送 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    ロガーデータ転送 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

中止 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

    ロガー転送 

    しばらくお待ちください。 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   正常に転送が完了しました。 

   ＵＳＢメモリを安全に 

   取り外すことができます。 

確認 
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        ⑦ ＜画面６＞で 中止 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
        ⑧ ＜画面４＞で任意の期間 を押した場合は、次の画面になります。 
 
                               

ロガーデータを取得する任意の期間を入力 
します。 
開始日／終了日を入力し、確認 を押すと 
＜画面１１＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑨ **年**月**日**時**分 を押すと次の画面になります。（開始日／終了日） 
 

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
開始日／終了日を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定 を押すと入力した開始日／終了日を 
反映して＜画面９＞に戻ります。 

 
                              戻る を押すと入力をキャンセルして＜画 

面９＞に戻ります。 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
        ⑩ ＜画面９＞で 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              確認 を押すと＜画面６＞を表示します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面９＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 

戻る 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    ロガーデータ転送 

   開始日： 

   終了日： 

確認 

**年 **月 **日 **時 **分 

**年 **月 **日 **時 **分 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

   ○○時 ○○分 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

○○年 ○○月 ○○日 

 

開始日 

 

 

設定 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    ロガーデータ転送 

   期間 

   **年 **月 **日 **時 **分 ～ 

        **年 **月 **日 **時 **分 

確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送処理を取り消しました。 

確認 
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        ⑪ ＜画面４＞で全データ を押した場合は、次の画面になります。 
 
                               
                              確認 を押すと＜画面６＞を表示します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
        ⑫ ＜画面２＞でＵＳＢメモリを挿入しないでＵＳＢメモリデータ転送 を押した場合は、 

次の画面になります。 
 
                               
                              戻る を押すと＜画面２＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    ロガーデータ転送 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

   ＵＳＢメモリが挿入されていません。 
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   ●ＣＳＶファイル例（ロガーデータ） 
 
     ファイル名：「ＬＧＹＹＭＭＤＤｈｈｍｍ．ｃｓｖ」 
 
           ＹＹ：ファイル作成時の西暦下２桁 
           ＭＭ：ファイル作成時の月（２桁） 
           ＤＤ：ファイル作成時の日（２桁） 
           ｈｈ：ファイル作成時の時（２桁） 
           ｍｍ：ファイル作成時の分（２桁） 
 
例：2011年03月18日01時50分に作成したデータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   「ロガー設定」の検針周期によって１ファイルに記録される○回前検針データ（検針値）の数は異なり 

ます。 
 
    分 毎：１ファイルに１時間分の検針データ（検針値）を保存します。 
        例．検針周期が「１０分毎」の場合 
          ００分、１０分、２０分、３０分、４０分、５０分 に検針したデータ（６個分）を 

１ファイルに格納します。 
 
    時間毎：１ファイルに１日分の検針データ（検針値）を保存します。 
        例．検針周期が「１時間毎」の場合 
          ０時、１時、２時、・・・、２３時 に検針したデータ（２４個分）を１ファイルに 

格納します。 
 
    日 毎：１ファイルに１週間分の検針データ（検針値）を保存します。 
        例．検針周期が「１日毎」の場合 
          １日、２日、３日、・・・、７日 に検針したデータ（７個分）を１ファイルに格納 

します。 
 
    週間毎：１ファイルに１ヶ月分の検針データ（検針値）を保存します。 
        例．検針周期が「１週間毎」の場合 
          １週目、２週目、・・・、５週目 に検針したデータ（５個分）を１ファイルに格納 

します。 
 
    月 毎：１ファイルに１年分の検針データ（検針値）を保存します。 
        例．検針周期が「１月毎」の場合 
          １月、２月、３月、・・・、１２月 に検針したデータ（１２個分）を１ファイルに 
          格納します。 
 
 
 
 

今回検針時刻は 01 時 50 分（0150）

ですが、ゼロサプレスが実行される

ため表示は 150 となっています。 

セルの表示形式は全て「標準」です。 
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  ６－３－２．検針票転送 
       検針盤が記録している検針票データをＣＳＶファイル形式で引き出します。 
 
 

 注  記  

  データ転送中にＵＳＢメモリまたはＳＤカードを抜かないでください。 

   

 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② エネルギー管理 を押してエネルギー管理メニューを表示させます。 
 
 
                              ＵＳＢメモリデータ転送 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
           ＜画面１＞もしくは＜画面２＞を表示時にＵＳＢメモリもしくはＳＤカードを検針盤

に挿入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ＵＳＢメモリの挿入              ＳＤカードの挿入 
 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

ＳＤカードデータ転送 

  エネルギー管理 
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        ③ ＵＳＢメモリデータ転送 を押すと次の画面になります。 
 
 

※ＳＤカードデータ転送 の場合は、 
「ＵＳＢメモリ」の部分を「ＳＤカード」 
に読み替えてください。 

 
                              ロガーデータ転送 ・・・Ｐ９１参照 
                              検針票転送 ・・・・・・Ｐ９８④へ 
                              履歴転送 ・・・・・・・Ｐ１０４参照 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ 検針票転送 を押すと次の画面になります。 
 
                               

表示、印刷させたいメーターを選択します。 
 
最新データのみ  ・・・Ｐ９８⑤へ 
任意の期間    ・・・Ｐ９９⑧へ 
全データ     ・・・Ｐ１００⑪へ 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
                                                            ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 最新データのみ を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中にデータ転送を実施し、転送 
完了後、＜画面７＞を表示します。 

 
                              中止 を押すとデータの転送を中止して 

＜画面８＞を表示します。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   （アメリス→ＵＳＢメモリ転送） 

ロガーデータ転送 

検針票転送 

履歴転送 

戻る 

最新データのみ 

任意の期間 

全データ 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   （アメリス→ＵＳＢメモリ転送） 

    検針票転送 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    検針票転送 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

中止 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

    検針票転送 

    しばらくお待ちください。 
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                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
        ⑦ ＜画面６＞で 中止 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
        ⑧ ＜画面４＞で任意の期間 を押した場合は、次の画面になります。 
 
                               

検針票を取得する任意の期間を入力します。 
開始日／終了日を入力し、確認 を押すと 
＜画面１１＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑨ **年**月**日**時**分 を押すと次の画面になります。（開始日／終了日） 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
開始日／終了日を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定 を押すと入力した開始日／終了日を 
反映して＜画面９＞に戻ります。 

 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   正常に転送が完了しました。 

   ＵＳＢメモリを安全に 

   取り外すことができます。 

確認 

戻る 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    検針票転送 

   開始日： 

   終了日： 

確認 

**年 **月 **日 **時 **分 

**年 **月 **日 **時 **分 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

   ○○時 ○○分 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

○○年 ○○月 ○○日 

 

開始日 

 

 

設定 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送処理を取り消しました。 

確認 
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        ⑩ ＜画面８＞で 確認 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押すと＜画面６＞を表示します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面８＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑪ ＜画面４＞で全データ を押した場合は、次の画面になります。 
 
                               
                              確認 を押すと＜画面６＞を表示します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
        ⑫ ＜画面２＞でＵＳＢメモリを挿入しないでＵＳＢメモリデータ転送 を押した場合は、 

次の画面になります。 
 
                               
                              戻る を押すと＜画面２＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    検針票転送 

   期間 

   **年 **月 **日 **時 **分 ～ 

        **年 **月 **日 **時 **分 

確認 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    検針票転送 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

   ＵＳＢメモリが挿入されていません。 
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   ●ＣＳＶファイル例（検針票） 
 
     ファイル名：「ｓＹＹＭＭＤＤｈｈｍｍ．ｃｓｖ」 
 
           ＹＹ：ファイル作成時の西暦下２桁 
           ＭＭ：ファイル作成時の月（２桁） 
           ＤＤ：ファイル作成時の日（２桁） 
           ｈｈ：ファイル作成時の時（２桁） 
           ｍｍ：ファイル作成時の分（２桁） 
 
例：2011年03月21日00時41分に作成したデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記画面から 

の続き 

上記画面から 

の続き 

上記画面から 

の続き 

今回検針時刻は 00 時 41 分（0041）

ですが、ゼロサプレスが実行される

ため表示は 41 となっています。 

セルの表示形式は全て「標準」です。 
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   ●ＣＳＶファイル（検針票）の項目について 
 

列記号 項 目 デ ー タ の 意 味 

A テナント名 設定されているテナント名称 

B メーター種別 各テナントに設定されているメーターの種別 

C メーター単位名称 各メーターに設定されている単位 

D 今回検針日付 選択した検針票における検針をおこなった日付（ファイル名

称の日付） 

E 今回検針時刻 選択した検針票における検針をおこなった時刻（ファイル名

称の時刻） 

F 今回取得検針値 選択した検針票の検針日時に取得した検針値 

G １回前検針日付 選択した検針票の検針日時に対して、１回前に検針をおこな

った日付 

H １回前検針時刻 選択した検針票の検針日時に対して、１回前に検針をおこな

った時刻 

I １回前取得検針値 選択した検針票の検針日時に対して、１回前に取得した検針

値 

J 今回使用量 選択した検針票の検針日時に取得した検針値から、その１回

前に取得した検針値を差し引いて得られた使用量 
（Ｊ＝Ｆ－Ｉ） 

K 今回料金 「Ｊ：今回使用量」に対して設定済みの「単価（単位使用量

当たりにかかる料金）」をかけ合わせて得られる『使用料金』

に、『基本料金（使用量にかかわらず発生する一律の料金）』

を加えた、前回（１回前）検針日時から今回検針日時までに

発生した料金額 
※単価の設定方法については、取扱説明書（保守点検操作編）をご

覧下さい。 

L 前回比（使用量） 「Ｊ：今回使用量」を「前回（１回前）の検針票における今

回使用量」と比較して得られる『前回に対する今回の比率』 
※『印刷データ設定』において、「印刷データ種類」を“使用量”、

「比較」を“前回比”に設定した場合に表示します。 

 『印刷データ設定』の設定方法は、取扱説明書（保守点検操作編） 

をご覧下さい。 

M 前回比（料金） 「Ｋ：今回料金」を「前回（１回前）の検針票における今回

料金」と比較して得られる『前回に対する今回の比率』 
※『印刷データ設定』において、「印刷データ種類」を“料金”、

「比較」を“前回比”に設定した場合に表示します。 

『印刷データ設定』の設定方法は、取扱説明書（保守点検操作編） 

をご覧下さい。 

N 前年同月比（使用量） 「Ｊ：今回使用量」を「前年同月の検針票における今回使用

量」と比較して得られる『前年同月に対する今回の比率』 
※『印刷データ設定』において、「印刷データ種類」を“使用量”、

「比較」を“前年同月比”に設定した場合に表示します。 

 『印刷データ設定』の設定方法は、取扱説明書（保守点検操作編） 

をご覧下さい。 

O 前年同月比（料金） 「Ｋ：今回料金」を「前年同月の検針票における今回料金」

と比較して得られる『前年同月に対する今回の比率』 
※『印刷データ設定』において、「印刷データ種類」を“料金”、

「比較」を“前年同月比”に設定した場合に表示します。 

 『印刷データ設定』の設定方法は、取扱説明書（保守点検操作編） 

をご覧下さい。 

P メーター交換前日付 メーター交換をおこなう前に設定する「メーター交換実施前

の日付」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 

Q メーター交換前時刻 メーター交換をおこなう前に設定する「メーター交換実施前

の時刻」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 
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列記号 項 目 デ ー タ の 意 味 

R 交換前メーター値 メーター交換をおこなう前に設定する「メーター交換実施前

のメーター値」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 

S メーター交換後日付 メーター交換をおこなった後に設定する「メーター交換が完

了した日付」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 

T メーター交換後時刻 メーター交換をおこなった後に設定する「メーター交換が完

了した時刻」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 

U 交換後メーター値 メーター交換をおこなった後に設定する「メーター交換が完

了した後のメーター値」 
※メーター交換に対する設定方法については、取扱説明書（保守点

検操作編）をご覧下さい。 

V 固定費名称１ メーターの使用と無関係に発生する料金の名称（その１） 

W 固定費１ 「Ｖ：固定費名称１」に設定されている固定費の金額 

X 固定費名称２ メーターの使用と無関係に発生する料金の名称（その２） 

Y 固定費２ 「Ｘ：固定費名称２」に設定されている固定費の金額 

Z 固定費名称３ メーターの使用と無関係に発生する料金の名称（その３） 

AA 固定費３ 「Ｚ：固定費名称３」に設定されている固定費の金額 

AB テナント小計 「Ｋ：今回料金」、「Ｗ：固定費１」、「Ｙ：固定費２」、

「ＡＡ：固定費３」の合計値 
※固定費は登録されているメーターに対して費用請求の有無が選択

されます。また、固定費の請求は対象のメーターを使用している

テナントに対しておこなわれます。固定費請求の対象メーターを

複数個使用していても、テナントに対して請求する固定費は１つ

ずつです。 

AC テナント税金額 「ＡＢ：テナント小計」に対して、設定済みの「税金率」を

かけ合わせて得られる税金額 
※単価の設定方法については、取扱説明書（保守点検操作編）をご

覧下さい。 

AD テナント請求金額 「ＡＢ：テナント小計」と「ＡＣ：テナント税金額」の合計

値 
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  ６－３－３．履歴転送 
       検針盤が記録している履歴データ（機器異常履歴、端末伝送器通信異常履歴、動作履歴）を 

ＣＳＶファイル形式で引き出します。 
 
 

 注  記  

  データ転送中にＵＳＢメモリまたはＳＤカードを抜かないでください。 

   

 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② エネルギー管理 を押してエネルギー管理メニューを表示させます。 
 
 
                              ＵＳＢメモリデータ転送 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
           ＜画面１＞もしくは＜画面２＞を表示時にＵＳＢメモリもしくはＳＤカードを検針盤

に挿入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ＵＳＢメモリの挿入              ＳＤカードの挿入 
 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

ＵＳＢメモリデータ転送 

戻る 

ＳＤカードデータ転送 

  エネルギー管理 
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        ③ ＵＳＢメモリデータ転送 を押すと次の画面になります。 
 
 

※ＳＤカードデータ転送 の場合は、 
「ＵＳＢメモリ」の部分を「ＳＤカード」 
に読み替えてください。 

 
                              ロガーデータ転送 ・・・Ｐ９１参照 
                              検針票転送 ・・・・・・Ｐ９７参照 
                              履歴転送 ・・・・・・・Ｐ１０５④へ 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ 履歴転送 を押すと次の画面になります。 
 
 

確認 を押します。 
 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 確認 を押すと次の画面になります。 
 
                               

本画面表示中にデータ転送を実施し、転送 
完了後、＜画面６＞を表示します。 

 
                              中止 を押すとデータの転送を中止して 

＜画面７＞を表示します。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
 
                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   （アメリス→ＵＳＢメモリ転送） 

ロガーデータ転送 

検針票転送 

履歴転送 

戻る 確認 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送しますか？ 

   アメリス→ＵＳＢメモリ転送 

    履歴転送 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

中止 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

    履歴転送 

    しばらくお待ちください。 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   正常に転送が完了しました。 

   ＵＳＢメモリを安全に 

   取り外すことができます。 

確認 
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        ⑥ ＜画面５＞で 中止 を押すと次の画面になります。 
 
 
                              確認 を押すと＜画面３＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
        ⑦ ＜画面２＞でＵＳＢメモリを挿入しないでＵＳＢメモリデータ転送 を押した場合は、 

次の画面になります。 
 
                               
                              戻る を押すと＜画面２＞を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   アメリス 

    →ＵＳＢメモリ転送 

   ＵＳＢメモリが挿入されていません。 

   ＵＳＢメモリデータ転送 

   転送処理を取り消しました。 

確認 
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   ●ＣＳＶファイル例（機器異常履歴） 
 
     ファイル名：「Ｌ＿ＤＥＶＥＲ．ｃｓｖ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     最大２０００件の機器異常履歴が保存されます 
 
 
   ●ＣＳＶファイル例（端末伝送器通信異常履歴） 
 
     ファイル名：「Ｌ＿ＴＥＲＭＥＲ．ｃｓｖ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     最大２５００件の端末伝送器通信異常履歴が保存されます。 
 
 
   ●ＣＳＶファイル例（動作履歴） 
 
     ファイル名：「Ｌ＿ＤＯＵＳＡ．ｃｓｖ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     最大２０００件の動作履歴が保存されます。 
 
 
 
 

時刻データは、ゼロサプレスが実行

されるため、00 時**分は「**」と

表示され、01 時**分は「01**1」と

表示されます。 
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６－４．設定メニュー 
      検針盤の設定を変更することができます。 

 
ここでは、 

   ○時刻設定 
   ○検針方法設定 
   ○固定費設定 
   ○テナント情報設定 
   ○単価設定 
   ○画面調整設定 
   ○履歴 
   ○ロガー設定 
   ○ネットワーク設定 
 がおこなえます。 

 
 
  ６－４－１．時刻設定 
       検針盤内の時刻を設定します。ここで設定する時刻により、検針をおこなったり、履歴の発生

時刻などに使用されます。 
 
 

 
注  記 

 

時刻を変更する際は、自動検針の「次回メーター値取得日」やロガー検針の「次回検針の日時」に 
注意して変更をおこなってください。 

 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              時刻設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ③ 時刻設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
時刻を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定 を押すと＜画面４＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている時刻を 
印刷することができます。 

                                        ・・・Ｐ１１０⑦へ 
 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと表示の時刻に設定を変更し、 
＜画面５＞を表示します。 
 
中止を押すと時刻設定を中止し＜画面２＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面４＞ 
 
        ⑤ 設定 を押すと次の画面になります。 
 

 
実行 を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
に戻ります。 
 
 
 
 
 

 
                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

時刻設定の情報（変更日時印刷）を印刷し 
た後、＜画面２＞に戻ります。 
 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 

中止 

   時刻を変更しますか？ 

 

   旧 ＊＊年＊＊月＊＊日＊＊時＊＊分 

   新 ＊＊年＊＊月＊＊日＊＊時＊＊分 

   次回メーター値取得日の 

   設定変更を行って下さい。 

設定 

戻る 

   ○○時 ○○分 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

○○年 ○○月 ○○日 

 

時刻設定 

 

 

印刷 設定 

   変更日時 

   印刷しますか？ 

実行  しない 

変更日時 

印刷中 

 中止 



- 110 - 

 
        ⑦ ＜画面３＞にて印刷 を押すと次の画面になります。 
 

 
実行 を押すと＜画面８＞を表示します。 
 
しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
        ⑧ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

現在設定されている時刻を印刷した後、 
＜画面２＞に戻ります。（時刻設定印刷） 
 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
       変更日時印刷                時刻設定印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   時刻設定 

   印刷しますか？ 

実行  しない 

時刻設定 

印刷中 

 中止 

設定されている物件名 

設定前の時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

時刻設定 

○○○ビル 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  旧 **年**月**日**時**分 

  新 **年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定後の時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

時刻設定 

  **年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている時刻 
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  ６－４－２．検針方法設定 
       検針盤がおこなう検針には「自動検針」と「手動検針」があります。 
 
         ・自動検針・・・検針盤に設定した「検針日時」及び「検針周期」に合わせて、検針盤が 

自動的に検針をおこないます。 
         ・手動検針・・・検針盤の画面を操作することにより、任意のタイミングで検針をおこな 

います。 
 

ここでは、検針盤が次回おこなう検針（検針票作成）の日時、及びその後の検針周期の設定を

行います。 
次回おこなう検針日時の設定を「００月」と設定すると手動検針モードに設定されます。逆に

「００月」から正規の月を入力すると、自動検針モードに設定されます。 
 
 

 
注  記 

 

検針方法設定は、検針盤に登録されているメーター種別ごとに検針方法を設定できます。（ただし、 

自動検針と手動検針の併用はできません） 

「手動検針モード」→「自動検針モード」に変更する際に設定した自動検針の設定が一旦全メーター 

に反映されます。 自動検針のタイミングをメーター種別ごとに変えたい場合は、再度メーターを  

選択して個別に検針タイミングを設定してください。 

あるメーターに対して「自動検針モード」→「手動検針モード」の変更をおこなった場合、検針 

 盤に登録されている全メーターに対して「手動検針モード」に切り替えられます。 

 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              検針方法設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ③ 検針方法設定 を押すと次の画面になります。 
 
                              ▲、▼ボタンを押して設定したいメーター 

種別を選択します。 
 
                              **年**月**日**時  ・・・Ｐ１１２④へ 
                              検針周期**毎  ・・・・P１１２⑤へ 
 
                              印刷 を押すと現在設定されている「検針方 

法設定」を印刷します。 
＜画面８＞を表示します。 
戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 

 
                              ＜画面３＞ 
 
        ④ ＜画面３＞にて ****年**月**日**時 を押すと次の画面になります。 
 

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
次回メーター値取得日時を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
『月』の入力を００月と設定すると、手動 
検針モードに設定されます。 
逆に００月設定から月を入力すると、自動 
検針モードに設定されます。 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面４＞ 
 
        ⑤ ＜画面３＞にて 検針周期**毎 を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して

検針周期を設定します。 
周期単位を｢月｣､｢週間｣､｢日｣､｢時間｣から

選択します。選択されている周期単位が反

転して表示されます。 
数値を入力もしくは周期単位を変更すると

設定 ボタンが表示されます。 
設定を押すと＜画面６＞を表示します。 
戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 

 
                              ＜画面５＞ 
 
        ⑥ ＜画面４＞または＜画面５＞にて設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定 ・・・・・・・・・・ Ｐ１１３⑦へ 

印刷 ・・・・・・・・・・ Ｐ１１３⑧へ 

取消 ・・・・・・・・・・ Ｐ１１３⑩へ 

**年**月**日**時  ・・・ Ｐ１１２④へ 

検針周期**毎  ・・・・・ Ｐ１１２⑤へ 

 

自動検針モード→手動検針モードの変更が 
あった場合の 設定  ・・・ Ｐ１１４⑪へ 

手動検針モード→自動検針モードの変更が 

あった場合の 設定  ・・・ Ｐ１１４⑫へ 

 
                              ＜画面６＞ 
 

登録済みのメーター 

種別 

戻る 

   ○○時 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

○○年 ○○月 ○○日 

 

次回メーター値取得日 

 

 

設定 

****年**月**日**時 

  検針周期    １月毎 

取消 

   検針方法設定 

  水道１ 

  次回メーター値取得日 

印刷 

 ▲ 

 ▼ 

設定 

戻る 

  ○○月毎 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

検針周期 

 

 

設定 

時間 

日 

週間 

月 

設定変更した 

次回メーター値取得日 

設定変更した検針周期 

登録済みのメーター 

種別 

****年**月**日**時 

  検針周期    ＊＊毎 

戻る 

   検針方法設定 

  水道１ 

  次回メーター値取得日 

印刷 

 ▲ 

 ▼ 

現在設定されている 

次回メーター値取得日 

現在設定されている 

検針周期 
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        ⑦ ＜画面６＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと設定を更新し、＜画面８＞を 
表示します。 
 
中止 を押すと検針方法設定を中止し 
＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
        ⑧ ＜画面３＞、＜画面６＞の 印刷  

＜画面７＞、＜画面１１＞、＜画面１２＞の 設定 を押すと次の画面になります。 
 

実行 を押すと＜画面９＞を表示します。 
＜画面３、画面６＞から遷移してきた場合 

現在設定されている検針方法設定を印刷 
します。 

＜画面７、画面１１、画面１２＞から遷移 
してきた場合 

変更した検針方法設定（変更前、変更後） 
を印刷します。 

 
しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 

                              に戻ります。 
                              ＜画面８＞ 
 
        ⑨ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

検針方法設定を印刷した後、＜画面２＞に 
戻ります。 
 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
        ⑩ ＜画面６＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄して＜画面２＞に戻ります。 
 
中止を押すと、設定変更破棄を中止して 
＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

中止 

  検針方法設定 

設定が変更されましたが、 

更新しますか？ 

設定 

    検針方法設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

検針方法設定 

印刷中 

 中止 
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        ⑪ 自動検針モード→手動検針モードの変更があり、 
＜画面６＞で 設定 を押すと次の画面になります。 

 
                               

確認を押すと、手動検針モードに設定して 
＜画面８＞を表示します。 
※検針盤に設定されている全メーターに対

して『自動検針モード→手動検針モード』

の変更を行います。 
 
中止を押すと、設定変更を中止して 
＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑫ 手動検針モード→自動検針モードの変更があり、 

＜画面６＞で 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、自動検針モードに設定して 
＜画面８＞を表示します。 
※検針盤に設定されている全メーターに対

して『手動検針モード→自動検針モード』

の変更を行います。 
手動→自動に変更する際に設定した自動

検針の設定が全メーターに反映されます。 
 
中止を押すと、設定変更を中止して 
＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷をおこなった時刻 

変更後の 

検針方法設定 

取消 

 設定が「機能しない」（手動検針）に 

 なっています 

 自動検針に変更しますか？ 

 自動検針に変更する場合は確認ボタン 
 を押して下さい 

 確認ボタンを押すと、設定した 

 時刻及び周期で各メーターに対して 

 自動検針を実施します。 

確認 

取消 

 設定が自動検針設定になっています 

 「機能しない」（手動検針） 

 に変更しますか？ 

 「機能しない」（手動検針）にする場合は 

 確認ボタンを押して下さい。 

確認 

変更前の 

検針方法設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

検針方法設定 

メーター種別       水道１ 

次回メーター値取得日 

       **年**月**日  **時 

検針周期      ：  ○○毎 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 
メーター種別       水道２ 

次回メーター値取得日 

       **年＊*月**日**時 

検針周期      ：  ○○毎 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

検針方法設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

メーター種別       水道１ 

次回メーター値取得日 

       **年**月**日  **時 

検針周期      ：  ○○毎 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

メーター種別       水道１ 

次回メーター値取得日 

       **年**月**日  **時 

検針周期      ：  ○○毎 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

検針方法設定 
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  ６－４－３．固定費設定 
       あらかじめ設定されている固定費（メーターの検針値に依存しない雑費用で、料金請求に使用

する）の“金額設定”を行います。固定費の項目は最大３項目設定されています。 
       また、固定費を請求するメーター種別の選択をおこないます。 
 
       ※印刷データ種類が『料金』に設定されている時のみ表示される項目です。 
        印刷データ種類の設定については、取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              固定費設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 固定費設定 を押すと次の画面になります。 
 
                              ▲、▼ボタンを押して設定したい固定費を 

選択します。 
固定費１表示中に▲、固定費３表示中に▼ 
を押すと＜画面４＞を表示します。 

 
                               ○○○円  を押すと＜画面５＞を表示 

します。 
 
                              印刷 を押すと現在設定されている「固定費 

設定」を印刷します。 
＜画面８＞を表示します。 

                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

            ○○○円 

戻る 

   固定費設定 

  固定費１名称： 

印刷 

 ▲ 

 ▼ 

       ○○○○○費 

  固定費： 

  表示単位： 

                 円 

現在設定されている 

固定費 

現在登録されている 

固定費名称 

現在登録されている 

固定費表示単位 
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                              固定費を請求するメーターを選択します。 

選択したメーターのボタンは反転します。 
１画面で表示できない数のメーターが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないメーターを表示させます。 

 
先頭のメーター表示画面で▲を押すと固定 
費３の設定画面、末尾のメーター表示画面 
で▼を押すと固定費１の設定画面を表示し 
ます。 
＜画面３＞を表示します。 

 
                              印刷 を押すと現在設定されている「固定費 

設定」を印刷します。 
＜画面９＞を表示します。 
戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 

                              ＜画面４＞ 
 
 
 
        ④ ＜画面３＞にて○○○円 を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
固定費を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑤ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
取消 を押すと＜画面１０＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「固定費 
設定」を印刷します。 
＜画面８＞を表示します。 

 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水道１ 

戻る 印刷 

水道２ 

水道３ 

電灯１ 

ガス１ 

 固定費請求メーター種別選択 

 ▲ 

 ▼ 

戻る 

 変更後：              ＿ 円 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：            ○○○ 円 

 

固定費 

設定 

削除 

変更した固定費             ○○○円 

取消 

   固定費設定 

  固定費１名称： 

印刷 

 ▲ 

 ▼ 

       ○○○○○費 

  固定費： 

  表示単位： 

                 円 

設定 

現在登録されている 

固定費名称 

現在登録されている 

固定費表示単位 
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        ⑥  設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと設定を更新し、＜画面８＞を

表示します。 
 
                              中止 を押すと固定費設定を中止し、 

＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
        ⑦ ＜画面３＞、＜画面４＞、＜画面６＞の 印刷  

＜画面７＞の 設定 を押すと次の画面になります。 
 

実行 を押すと＜画面９＞を表示します。 
＜画面３、画面４、画面６＞から遷移して 
きた場合 

現在設定されている固定費設定を印刷し 
ます。 

＜画面７＞から遷移してきた場合 
変更した固定費設定（変更前、変更後） 
を印刷します。 

 
しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
に戻ります。 

 
                              ＜画面８＞ 
 
 
        ⑧ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

固定費設定を印刷した後、＜画面２＞に戻 
ります。 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に

戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中止 

  固定費設定 

設定が変更されましたが、 

更新しますか？ 

設定 

    固定費設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

固定費設定 

印刷中 

 中止 
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        ⑨ ＜画面６＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              確認を押すと、今回設定しようと入力した

設定値を破棄して＜画面２＞に戻ります。 
 
                              中止を押すと、設定変更破棄を中止して 

＜画面６＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター値票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

登録番号          ０１ 

固定費名称：○○○○○ 

固定費          ○○円 

表示単位           円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

登録番号          ０１ 

固定費名称：●●●●● 

固定費          ●●円 

表示単位           円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

メーター種別       水道１ 

固定費請求：  あり 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

メーター種別       水道１ 

固定費請求：  なし 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

印刷をおこなった時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

固定費設定 

登録番号          ０１ 

固定費名称：○○○○○ 

固定費          ○○円 

表示単位           円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

登録番号          ０２ 

固定費名称：△△△△△ 

固定費          △△円 

表示単位           円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

登録番号          ０３ 

固定費名称：□□□□□ 

固定費          □□円 

表示単位           円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

固定費請求メーター種別 

水道１ 

水道２ 

ガス１ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

変更後の 

固定費設定 

変更前の 

固定費設定 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

検針方法設定 

変更前の 

固定費請求設定 

変更後の 

固定費請求設定 
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  ６－４－４．テナント情報設定 
       あらかじめ設定されているテナント情報に対して、テナント名称の修正と、設定内容の確認が

おこなえます。 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              テナント情報設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ テナント情報設定 を押すと次の画面になります。 
 

１画面で表示できない数のテナントが設定 
してある場合は▲、▼ボタンで表示されて 
いないテナントを表示させます。 
 
設定内容を確認したいテナントを選択しま 
す。＜画面４＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている全テナ 
ントの「テナント情報設定」を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 

テナント○○ 

戻る 印刷 

テナント△△ 

テナント□□ 

  テナント情報設定 

 ▲ 

 ▼ 
テナント●● 

テナント▲▲ 

テナント■■ 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

現在登録されている 

テナント一覧 



- 120 - 

        ④ テナント名称 を押すと次の画面になります。 
 

選択したテナントの設定情報を表示します。 
▲、▼ボタンでテナントに設定されている 
メーター情報を表示します。 
 
テナントに設定されている最後のメーター 
の情報を表示している画面で▼を押すと 
＜画面５＞を表示します。 
 
テナント名称 のボタンを押すとテナント 
名称が修正できます。 
＜画面６-1＞を表示します。 
 

                              印刷 を押すと選択したテナントに現在設 
定されている「テナント情報設定」を印刷 
します。 
＜画面１０＞を表示します。 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面４＞ 
 
 
 
                              テナント名称 のボタンを押すとテナント 

名称が修正できます。 
＜画面６-1＞を表示します。 
 

                              印刷 を押すと選択したテナントに現在設 
定されている「テナント情報設定」を印刷 
します。 
＜画面１０＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑤ テナント名称 を押すと次の画面になります。（かな入力） 
 

カーソルの位置へ文字を入力してテナント 
名称を設定します。 
テナント名称を変更すると 設定 ボタンが 
表示されます。 
設定を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
あ行 を押すと“あ行”の文字を入力します。 
（あ→い→う→え→お→ぁ→ぃ→ぅ→ぇ 

→ぉ→あ） 
                                 、   を押すとカーソルが動きます。 
                               

文字 を押すと入力する文字の種類を変更 
します。（かな→カナ→英字→数字→かな） 
 
漢字 は“かな”１文字入力後に押すと変換 
候補の漢字一覧＜画面６-2＞を表示します。 
 

                              削除 を押すと入力した文字を削除します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
                              ＜画面６-1＞ 
 

００１：テナント○○ 

戻る 印刷 

 テナント情報設定 

 ▲ 

 ▼ 
 水道１－００１ 

 端子：    ０－００－０１ 

 使用量按分率：  １００％ 
選択したテナント 

に登録されている 

メーター情報 

選択したテナントの名称 

００１：テナント○○ 

戻る 印刷 

 テナント情報設定 

 ▲ 
 固定費１：○○○料 

 固定費按分率１：      ○○％ 

 固定費２：△△△料 

 固定費按分率２：      △△％ 

 固定費３：□□□料 

 固定費按分率３：      □□％ 

選択したテナント 

に登録されている 

固定費情報 

選択したテナントの名称 

戻る 

わ行 

ま行 ら行 や行 

た行 は行 な行 

あ行 さ行 か行 

          テナント○○ 

 

テナント名称： 

・ 

ＳＰ 

－ 

文字 

 

 

゛゜ 

＿ 

削除 

漢字 

設定 
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          “かな”１文字「例：あ」入力後に 漢字 を押すと次の画面になります。（漢字入力） 
 

カーソルの位置へ文字を入力してテナント 
名称を設定します。 
テナント名称を変更すると 設定 ボタンが 
表示されます。 
 
設定を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
   、   を押すと次の変換候補の漢字 
一覧を表示します。 
（カーソルは動きません） 
 

                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
                              ＜画面６-2＞ 
 
 
          ＜画面６-1＞から“カナ”を選択すると次の画面になります。（カナ入力） 
 

カーソルの位置へ文字を入力してテナント 
名称を設定します。 
テナント名称を変更すると 設定 ボタンが 
表示されます。 
設定を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
ア行 を押すとア行の文字を入力します。 
（ア→イ→ウ→エ→オ→ァ→ィ→ゥ→ェ 

→ォ→ア） 
                                 、   を押すとカーソルが動きます。 
                               
                              削除 を押すと入力した文字を削除します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
                              ＜画面６-3＞ 
 
 
          ＜画面６-1＞から“英字”を選択すると次の画面になります。（英字入力） 
 

カーソルの位置へ文字を入力してテナント 
名称を設定します。 
テナント名称を変更すると 設定 ボタンが 
表示されます。 
設定を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
ＡＢ を押すとＡまたはＢの文字を入力し 
ます。（Ａ→Ｂ→ａ→ｂ→Ａ） 
   、   を押すとカーソルが動きます。 

                               
                              削除 を押すと入力した文字を削除します。 
                               
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
 
                              ＜画面６-4＞ 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

ワ行 

マ行 ラ行 ヤ行 

タ行 ハ行 ナ行 

ア行 サ行 カ行 

          テナント○○ 

 

テナント名称： 

・ 

ＳＰ 

－ 

文字 

 

 

゛゜ 

＿ 

削除 

設定 

戻る 

悪 

逢 茜 葵 

哀 挨 愛 

亜 娃 唖 

          あナント○○ 

 

テナント名称： 

穐 

姶 

阿 

 

 

梓 

旭 

設定 

握 渥 

葦 芦 鰺 

戻る 

ＳＴ 

ＭＮ ＱＲ ＯＰ 

ＧＨ ＫＬ ＩＪ 

ＡＢ ＥＦ ＣＤ 

          テナント○○ 

 

テナント名称： 

・ 

ＳＰ 

－ 

文字 

 

 

削除 

設定 

ＷＸ ＵＶ 

ＹＺ 
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          ＜画面６-1＞から“数字”を選択すると次の画面になります。（数字入力） 
 

カーソルの位置へ文字を入力してテナント 
名称を設定します。 
テナント名称を変更すると 設定 ボタンが 
表示されます。 
設定を押すと＜画面７＞を表示します。 
 
数字キーを押すと選んだ数字を入力します。

                               
   、   を押すとカーソルが動きます。 

                               
                              削除 を押すと入力した文字を削除します。 
                              戻る を押すと＜画面５＞に戻ります。 
                              ＜画面６-5＞ 
 
        ⑥ 設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定 を押すと＜画面８＞を表示します。 
 
印刷 を押すと選択したテナントに現在設 
定されている「テナント情報設定」を印刷 
します。 
＜画面１０＞を表示します。 
 
取消 を押すと先の入力を無効にして＜画 
面３＞に戻ります。 
 
 

                              ＜画面７＞ 
 
        ⑦ 設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定 を押すと＜画面９＞を表示します。 
                               
                              取消 を押すと＜画面１２＞を表示します。 
                               
                              印刷 を押すと現在設定されている全テナ 

ントの「テナント情報設定」を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 
 
 
 
 

                              ＜画面８＞ 
 
        ⑧ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと設定を更新し、＜画面１０＞ 
を表示します。 

 
                              中止 を押すとテナント情報設定を中止し、 

＜画面３＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面９＞ 
 

中止 

  テナント情報設定 

設定が変更されましたが、 

更新しますか？ 

設定 

選択したテナント 

に登録されている 

メーター情報 

００１：テナント＊＊ 

取消 印刷 

 テナント情報設定 

 ▲ 

 ▼ 
 水道１－００１ 

 端子：    ０－００－０１ 

 使用量按分率：  １００％ 

設定 

入力したテナントの名称 

現在登録されている 

テナント一覧 

入力したテナントの名称 テナント＊＊ 

取消 印刷 

テナント△△ 

テナント□□ 

  テナント情報設定 

 ▲ 

 ▼ 
テナント●● 

テナント▲▲ 

テナント■■ 

設定 

戻る 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

          テナント○○ 

 

テナント名称： 

ＳＰ 

－ 

文字 

 

 

削除 

設定 

． 
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        ⑨ ＜画面３＞、＜画面４＞、＜画面５＞、＜画面７＞、＜画面８＞の 印刷  
＜画面９＞の 設定 を押すと次の画面になります。 

 
実行 を押すと＜画面１１＞を表示します。 
＜画面３､画面４､画面５､画面７､画面８＞

から遷移してきた場合 
現在設定されている固定費設定を印刷し 
ます。 

＜画面９＞から遷移してきた場合 
変更した固定費設定（変更前、変更後） 
を印刷します。 

 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
                              に戻ります。 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
        ⑩ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

テナント設定を印刷した後、＜画面２＞に 
戻ります。 
 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑪ ＜画面８＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄して＜画面２＞に戻ります。 

 
                              中止を押すと、設定変更破棄を中止して 

＜画面８＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

    テナント設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

テナント設定 

印刷中 

 中止 
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＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷をおこなった時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント情報設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

テナント情報設定 

登録番号        ：００１ 

テナント名称 
     ：テナント○○ 

メーター種別：  水道１－００１ 

端子番号     ０－００－０１ 

使用量按分率     ： ○○％ 

メーター種別：  電灯１－００１ 

端子番号     ０－００－０２ 

使用量按分率     ： ○○％ 

固定費１： ○○○○○ 

固定費１按分率：     ○○％ 
固定費３： □□□□□ 

固定費３按分率：     □□％ 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

登録番号        ：００２ 

テナント名称 

     ：テナント△△ 

・ 

・ 

・ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター値票 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

登録番号     ：   ００１ 

テナント名称 

     ：テナント○○ 

メーター種別：  水道１－００１ 

端子番号     ０－００－０１ 

使用量按分率     ： ○○％ 

メーター種別：  電灯１－００１ 

端子番号     ０－００－０２ 

使用量按分率     ： ○○％ 

固定費１： ○○○○○ 

固定費１按分率：     ○○％ 

固定費３： □□□□□ 

固定費３按分率：     □□％ 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

登録番号     ：   ００１ 

テナント名称 

     ：テナント＊＊ 

メーター種別：  水道１－００１ 

端子番号     ０－００－０１ 

使用量按分率     ： ○○％ 

メーター種別：  電灯１－００１ 

端子番号     ０－００－０２ 

使用量按分率     ： ○○％ 

固定費１： ○○○○○ 

固定費１按分率：     ○○％ 

固定費３： □□□□□ 

固定費３按分率：     □□％ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前の 

テナント情報設定 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

テナント登録の順番 

及びテナント名称 

変更後の 

テナント情報設定 

テナントに登録されて

いるメーターの情報 

テナントに登録されて

いる固定費の情報 
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  ６－４－５．単価設定 
       ここでは、消費税率（％）とメーター種別ごとの単価情報を設定します。 
 
       ※印刷データ種類が『料金』に設定されている時のみ表示される項目です。 
        印刷データ種類の設定については、取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 

単価設定は、料金算出に関わる重要な設定ですので、正確に設定してください。 
水道局や電力会社などの単価表や計算方法を参考に、各条件を十分考慮したうえで単価を決め

てください。 
単価を設定するには、以下の２つの方法があります。 

 
 

○簡易設定 
   基本料金と、料金増加料一定の単価体系を設定できます。 

 
              単価                料金 
 
 
 
 
            基本料金 
 
 
                ０                  使用量 
 
 
        ○詳細設定 
          基本料金と、ある使用量ごとに料金の増加量が変化する単価体系を設定できます。 
 
              単価                   料金 
 
 
 
 
            基本料金 
 
 
                ０                  使用量 
 
 
 
       簡易設定と詳細設定は 簡易 と 詳細 で切り替えます。設定方法を切り替えても、切り替える 

前に設定した内容は保持されます。但し、簡易設定の『単価』と詳細設定の『単価１』は連動 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単価１ 

単価２ 

単価３ 

単価 
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   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              単価設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 単価設定 を押すと次の画面になります。 
 
                              税金率 ○○％ のボタンを押すと税金率 

の設定ができます。 
＜画面４＞を表示します。 Ｐ１２７④へ 
 

                              ○：メーター種別 のボタンを押すと選択し 
たメーターに対する基本料金、単価が設定 
できます。 
＜画面９＞を表示します。 Ｐ１２８⑨へ 
▼、▲ボタンで設定したいメーター種別を 
選択します。 

 
                              印刷 を押すと現在設定されている「単価設 

定」を印刷します。 
＜画面７＞を表示します。 Ｐ１２８⑦へ 

 
                              戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

  税金率      ○○％ 

戻る 印刷 

１：水道１ 

２：水道２ 

３：水道３ 

４：電灯１ 

５：ガス１ 

  単価設定 

 ▼ 
現在設定されている 

メーター一覧 

現在設定されている 

税金率 
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        ④ ＜画面３＞にて税金率 ○○％ を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
税金率を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面５＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
取消 を押すと＜画面１８＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「単価設 
定」を印刷します。 
＜画面７＞を表示します。 

 
 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥  設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

設定 を押すと設定を更新し、＜画面７＞を

表示します。 
 
                              中止 を押すと単価設定を中止し、 

＜画面５＞に戻ります。 
（入力した値は保持します） 

 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

 変更後：              ＿ ％ 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：             ○○ ％ 

 

消費税 

設定 

削除 

中止 

  単価設定 

設定が変更されましたが、 

更新しますか？ 

設定 

現在設定されている 

メーター一覧 

設定変更した税金率   税金率      △△％ 

取消 印刷 

１：水道１ 

２：水道２ 

３：水道３ 

４：電灯１ 

５：ガス１ 

  単価設定 

 ▼ 

設定 
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        ⑦ ＜画面３＞、＜画面５＞にて 印刷  
＜画面６＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 

 
実行 を押すと＜画面８＞を表示します。 
＜画面３、画面５＞から遷移してきた場合 
現在設定されている単価設定を印刷しま

す。 
＜画面６＞から遷移してきた場合 
変更した単価設定（変更前、変更後）を

印刷します。 
 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
                              に戻ります。 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
        ⑧ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                               単価設定を印刷した後、＜画面２＞に戻り

ます。 
 

                              中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に

戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
        ⑨ ＜画面３＞にて ○：メーター種別 を押すと次の画面になります。 
 
                              基本料金 ○○円 のボタンを押すと基本 

料金の設定ができます。 
＜画面１０＞を表示します。Ｐ１２９⑩へ 
 

                              ○○．○○円／単位 のボタンを押すと単位 
あたりの料金が設定できます。 
＜画面１２＞を表示します。Ｐ１２９⑫へ 
 
詳細 を押すと、単価について使用量に応じ 
て３段階に分けて設定できます。 
＜画面１３＞を表示します。Ｐ１２９⑬へ 
 
入力すると設定 ボタンが表示されます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面９＞ 
 
 
 
 
 
 
 

    単価設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

単価設定 

印刷中 

 中止 

現在設定されている 

水道１に対する単価 

現在設定されている 

水道１に対する基本料金 

 水道１ 

 単価 

戻る 

基本料金         ○○円 

       ○○．○○円／単位 

  単価入力 

設定 詳細 
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        ⑩ ＜画面９＞にて基本料金 ○○円 を押すと次の画面になります。 
 
                              カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 

基本料金を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面１１＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
                              戻る を押すと＜画面９＞に戻ります。 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
        ⑪ 設定 を押すと次の画面になります。 
 
                               

入力すると設定 ボタンが表示されます。 
設定 を押すと＜画面５＞を表示します。 
 
取消 を押すと入力した値をキャンセルし 
＜画面５＞を表示します。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
        ⑫ ＜画面９＞にて○○．○○円／単位 を押すと次の画面になります。 
 
                              カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 

基本料金を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面１１＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
                              戻る を押すと＜画面９＞に戻ります。 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
        ⑬ ＜画面９＞にて 詳細 を押すと次の画面になります。 
 
                              ▼ ボタンを押すと単価を使用量に応じて 

３段階に分けた画面を表示します。 
＜画面１４＞を表示します。 
 
簡易 を押すと、単価について詳細設定を 
おこなわないモードに戻ります。 
＜画面９＞を表示します。 
 
入力すると設定 ボタンが表示されます。 
設定 を押すと＜画面５＞を表示します。 

 
                              ＜画面１３＞ 
 

戻る 

 変更後：              ＿ 円 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：             ○○ 円 

 

基本料金 

設定 

削除 

 水道１ 

 単価 

取消 

基本料金         ○○円 

       ○○．○○円／単位 

  単価入力 

設定 詳細 

設定変更のため入力した 

水道１に対する基本料金 

設定変更のため入力した 

水道１に対する単価 

戻る 

 変更後：          ＿ 円／単位 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：     ○○．○○ 円／単位 

 

単価 

設定 

削除 

現在設定されている 

水道１に対する基本料金 

 水道１ 

取消 

基本料金         ○○円 

  単価入力 

設定 簡易 

 ▼ 
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        ⑭ ▼ ボタンを押すと次の画面になります。 
 
                                     ０単位 のボタンを押すと 

単価１を適応する範囲の開始値の設定がで 
きます。 
＜画面１５＞を表示します。Ｐ１３０⑮へ 
 

                              ９９９９９９９７単位 のボタンを押すと 
単価１を適応する範囲の終了値の設定がで 
きます。 
＜画面１６＞を表示します。Ｐ１３０⑯へ 
 
 ○○．○○円／単位 のボタンを押すと 
単価１の金額の設定ができます。 
＜画面１７＞を表示します。Ｐ１３１⑰へ 
 
▼、▲ボタンにより、単価２、単価３につ 
いても同様に設定できます。 
 
簡易 を押すと、単価について詳細設定を 
おこなわないモードに戻ります。 
＜画面９＞を表示します。 
 
設定 を押すと＜画面５＞を表示します。 
 
取消 を押すと入力した値をキャンセルし 
＜画面５＞を表示します。 

 
                              ＜画面１４＞ 
 
        ⑮ ＜画面１４＞にて       ０単位 を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
単価１を適用する開始値を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面１４＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
 
 
                              ＜画面１５＞ 
 
        ⑯ ＜画面１４＞にて９９９９９９９７単位 を押すと次の画面になります。 
 
                               

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
単価１を適用する終了値を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面１４＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
 
 
                              ＜画面１６＞ 
 

単価１に使用する 

金額 

単価１を適用する 

使用量範囲 

 単価１： 

 単価 

取消 

         ０単位 

       ○○．○○円／単位 

  単価入力 

設定 簡易 

      ９９９９９９９７単位 
 ▲ 

 ▼ 

戻る 

変更後：             ＿単位 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：            ０単位 

 

単価１開始値 

設定 

削除 

． 

戻る 

変更後：             ＿単位 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：     ９９９９９９９７単位 

 

単価１終了値 

設定 

削除 

． 



- 131 - 

        ⑰ ＜画面１４＞にて ○○．○○円／単位 のボタンを押すと次の画面になります。 
 
                              カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 

単価１を適用する終了値を設定します。 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され 
ます。 
設定を押すと＜画面１４＞を表示します。 
 
削除 を押すと入力した数値を削除します。 

 
                              戻る を押すと＜画面１４＞に戻ります。 
 
 
                              ＜画面１７＞ 
 
        ⑱ ＜画面５＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄して＜画面２＞に戻ります。 
 
中止を押すと、設定変更破棄を中止して 
＜画面５＞に戻ります。 
（入力した値はします） 

 
 
 
 
                              ＜画面１８＞ 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 例１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 例２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更後の単価設定 

変更前の単価設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

単価設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

税金率         ： ３％ 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 
変更後 

税金率         ： ５％ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

印刷をおこなった時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

単価設定 

税金率         ：○○％ 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

メーター種別       水道１ 

単価設定         ：簡易 

基本料金       ： ○○円 

単価        ： ○.○○円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

メーター種別       水道２ 

単価設定          詳細 

基本料金       ： △△円 

範囲１      ： ○○○単位 

         ～ ●●●単位 

単価１       ： ○.○○円 

範囲２      ： △△△単位 

         ～ ▲▲▲単位 

単価２       ： △.△△円 

範囲３       □□□単位～ 

単価３       ： □.□□円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

メーター種別       水道３ 

・ 

・ 

・ 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

変更前の税金率 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

税金率 

戻る 

変更後：          ＿円／単位 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：      ○○．○○円／単位 

 

単価１ 単価 

設定 

削除 

． 

現在設定されている 

単価（簡易） 

現在設定されている 

単価（詳細） 

変更後の税金率 

変更前 

メーター種別       水道２ 

単価設定         ：簡易 

基本料金       ： ○○円 

単価        ： ○.○○円 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

メーター種別       水道２ 
単価設定          詳細 

基本料金       ： △△円 

範囲１      ： ○○○単位 

         ～ ●●●単位 

単価１       ： ○.○○円 
範囲２      ： △△△単位 

         ～ ▲▲▲単位 

単価２       ： △.△△円 

範囲３       □□□単位～ 

単価３       ： □.□□円 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

： ： 

変更のあった部分

のみを印刷します 
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  ６－４－６．画面調整設定 
       表示操作部の画面表示の見易さを調整するため「明るさ」や「コントラスト」の設定をおこな

います。 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              画面調整設定 を押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ 画面調整設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定したい項目を選択し、▲、▼ボタンで 
                              設定値を調整します。 

明るさ   ：  ○ 
コントラスト：  ○ 
画面ベース ： ○○ のボタンを押すと 
表示が反転し、選択されたことを示します。 

                              明るさは「１～１０」の１０段階 
コントラストは「１～１０」の１０段階 
画面ベースは「黒色／白色」の２種類 
が設定できます。 
▲、▼を押すごとに表示が変わります。 
見易い設定を選んでください。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「画面調 
整設定」を印刷します。 
＜画面５＞を表示します。 
戻る を押すと＜画面２＞に戻ります。 
 

                              ＜画面３＞ 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

現在設定されている 

設定値一覧 

戻る 印刷 ▲ ▼ 

明るさ    ：      ５ 

 コントラスト ：      ５ 

 画面ベース  ：     黒色 

  画面調整設定 
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        ④ 設定を変更すると次の画面になります。 
 

設定を変更すると設定ボタンが表示され、 
戻るボタンが取消ボタンに変わります。 
 

                              設定を押すと変更した内容を確定し、 
＜画面５＞を表示します。 
 
取消を押すと変更した内容をキャンセルし、 
＜画面７＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「画面調 
整設定」を印刷します。 
＜画面５＞を表示します。 
 
＜画面４＞ 

 
 
        ⑤ ＜画面３＞、＜画面４＞にて 印刷  

＜画面４＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

実行 を押すと＜画面６＞を表示します。 
＜画面３、画面４＞で印刷を押した場合 
現在設定されている画面調整設定を印刷

します。 
＜画面４＞で設定を押した場合 
変更した画面調整設定（変更前、変更後）

を印刷します。 
 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面２＞ 
                              に戻ります。 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

画面調整設定を印刷した後、＜画面２＞に 
戻ります。 
 
中止を押すと印刷を中止し、＜画面２＞に 
戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取消 印刷 ▲ ▼ 

明るさ    ：      ６ 

 コントラスト ：      ５ 

 画面ベース  ：     黒色 

  画面調整設定 

設定 

    画面調整設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

画面調整設定 

印刷中 

 中止 
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        ⑦ ＜画面４＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄して＜画面２＞に戻ります。 
 
中止を押すと、設定変更破棄を中止して 
＜画面３＞に戻ります。 

 
 
 
 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

画面調整設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

明るさ          ： ○ 

コントラスト       ： △ 

画面ベース色       ：□色 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

明るさ          ： ● 

コントラスト       ： ▲ 

画面ベース色       ：■色 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前の 

画面調整設定 

印刷をおこなった時刻 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

画面調整設定 

明るさ          ： ○ 

コントラスト       ： △ 
画面ベース色       ：□色 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

画面調整設定 

変更後の 

画面調整設定 
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  ６－４－７．履歴 
       検針盤で保存している機器異常履歴、動作履歴、メーター交換履歴について、表示をおこない

ます。 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              ▼ボタンを押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ ▼ を押すと次の画面になります。 
 
 
                              履歴 を押します。 
 

戻る を押すと＜画面１＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

履歴 

戻る 

ロガー設定 

ネットワーク設定 

  設定 

 ▲ 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ④ 履歴 を押すと次の画面になります。 
 

閲覧したい履歴を選択してください。 
 
機器異常履歴  
機器の異常に関する発生／復帰の履歴を

表示します。    ・・・Ｐ１３６⑤へ 
 
動作履歴  
 機器の動作（操作）に関する履歴を表示 

します。      ・・・Ｐ１３７⑦へ 
 
メーター交換履歴  
 メーター交換に関する履歴を表示します。 
           ・・・Ｐ１３７⑦へ 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 機器異常履歴 を押すと次の画面になります。 
 

閲覧したい機器異常履歴を選択してくださ 
い。 
 

                              ▼を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
閲覧したい機器異常履歴を選択すると 
＜画面７＞を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
＜画面５＞ 

 
 
        ⑥ ▼ を押すと次の画面になります。 
 

閲覧したい機器異常履歴を選択してくださ 
い。 
 

                              ▲を押すと＜画面５＞を表示します。 
 
閲覧したい機器異常履歴を選択すると 
＜画面７＞を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
 
＜画面６＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

端末伝送器異常 

戻る 

プリンター異常 

バッテリー異常 

アルファ通信異常 

ＰＣ通信異常 

未検針異常 

  機器異常履歴 

 ▼ 

戻る 

機器異常履歴 

動作履歴 

メーター交換履歴 

  履歴 

停電 

戻る 

その他異常 

異常履歴削除 

エラー確認 

  機器異常履歴 

 ▲ 
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        ⑦ 閲覧したい項目のボタンを押すと次の画面になります。 
 

閲覧したい期間を入力してください。 
 

                              **年**月**日**時**分 を押すと 
＜画面８＞を表示します。 
 
確認 を押すと＜画面９＞を表示します。 
機器異常履歴の場合・・・P１３７⑨－１ 
動作履歴の場合 ・・・・P１３７⑨－２ 

 メーター交換履歴の場合 
          ・・・P１３８⑨－３ 
 
＜画面７＞ 

 
        ⑧ **年**月**日**時**分 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 

閲覧したい期間の開始日／終了日を設定し

ます。 
 
設定 を押すと＜画面７＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面７＞に戻ります。 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
        ⑨－１＜画面７＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

履歴データの数により  、  ボタンが 
表示されます。このボタンは１０個単位で 
表示を進め（戻し）ます。 
 
印刷 を押すと選択した履歴を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 
 
最大２０００件の履歴を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
＜画面９－１＞ 

 
        ⑨－２＜画面７＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

履歴データの数により  、  ボタンが 
表示されます。このボタンは１０個単位で 
表示を進め（戻し）ます。 
 
印刷 を押すと選択した履歴を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 
 
最大２０００件の履歴を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
＜画面９－２＞ 

 

取消 確認 

**年**月**日**時**分 

**年**月**日**時**分 

機器異常履歴 

端末伝送器異常 

  開始日： 

  終了日： 

選択した履歴名称  

戻る 

    ＊＊時 ＊＊分 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

    ＊＊年 ＊＊月  ＊＊日 

 

  開始日 

設定 

 

 

開始日／終了日 

 
▲ 
▲  

▼ 
▼ 

選択した履歴名称 

発生時刻と復旧時刻 

を合わせて表示 

 
▲ 
▲  

▼ 
▼ 

選択した履歴名称  

発生した時刻 

端末伝送器異常履歴 

 ０００１ 

 通信異常：１－００ 

 発生時刻： 

 **年**月**日**時**分 

 復旧時刻： 

 **年**月**日**時**分 

戻る 印刷 

 ▲ 

 ▼ 

 ▲ 
▲ 

 ▼ 
▼ 

動作履歴 

 ０００１ 

 無操作タイムアウト 

 発生時刻： 

 **年**月**日**時**分 

戻る 印刷 

 ▲ 

 ▼ 

 ▲ 
▲ 

 ▼ 
▼ 

履歴の内容 

履歴の内容 
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        ⑨－３＜画面７＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

履歴データの数により  、  ボタンが 
表示されます。このボタンは１０個単位で 
表示を進め（戻し）ます。 
 
印刷 を押すと選択した履歴を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 
 
最大１８００件の履歴を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
＜画面９－３＞ 

 
 
        ⑩＜画面９＞にて 印刷 を押すと次の画面になります。 
 

 
実行 を押すと＜画面１１＞を表示します。 

 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面４＞ 
                              に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               

選択した履歴を印刷した後、＜画面４＞に 
戻ります。 
 

                              中止を押すと印刷を中止し、＜画面４＞に

戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    端末伝送器異常 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

端末伝送器異常 

印刷中 

 中止 

選択した履歴名称  

 
▲ 
▲  

▼ 
▼ 

選択した履歴名称  

メーター交換内容 

メーター交換履歴 

0001 

テナント○○ 

交換前日時： **年**月**日**時**分 

交換前ﾒｰﾀｰ値：   ○○ 単位 

戻る 印刷 

 ▲ 

 ▼ 

 ▲ 
▲ 

 ▼ 
▼ 

水道１－００１ 

交換後日時： **年**月**日**時**分 

交換後ﾒｰﾀｰ値：   △△ 単位 

テナント名称 

メーター種別 
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＜印刷フォーマット＞ 
 
       異常履歴の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       動作履歴の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       動作履歴の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

端末伝送器異常 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

内容 0001：通信異常：１－００ 

発生 0001： **年**月**日**時**分 

復旧 0001： **年**月**日**時**分 

内容 0002：通信異常：０－０２ 

発生 0002： **年**月**日**時**分 

復旧 0002： **年**月**日**時**分 

内容 0003：通信異常：３－９９ 

発生 0003： **年**月**日**時**分 

復旧 0003： **年**月**日**時**分 

・ 

異常の内容、発生時刻、復旧時刻の 

３項目をひとまとめにして表示 

印刷をおこなった時刻 

設定されている物件名 

選択した履歴名称 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

動作履歴 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

内容 0001：プリンター異常ボタン 

発生 0001：**年**月**日**時**分 

内容 0002：待機画面 

発生 0002：**年**月**日**時**分 

内容 0003：無操作タイムアウト 

発生 0003：**年**月**日**時**分 

内容 0004：戻るボタン テナント情 

      報設定変更破棄 

発生 0004：**年**月**日**時**分 

内容 0005：機器異常履歴ボタン 

動作の内容、発生時刻の２項目を 

ひとまとめにして表示 

印刷をおこなった時刻 

設定されている物件名 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

メーター交換履歴 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

0001 

テナント○○ 

メーター種別 水道１－００１ 

交換前時刻 **年**月**日**時**分 

交換前メーター値 

          ○○ 単位 
交換後時刻 **年**月**日**時**分 

交換後メーター値 

          ●● 単位 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

0002 

テナント△△ 

メーター種別 水道２－００１ 

交換前時刻 **年**月**日**時**分 

交換前メーター値 

          △△ 単位 

交換後時刻 **年**月**日**時**分 
交換後メーター値 

          ▲▲ 単位 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

・ 

・ 

・ 

発生 0005：**年**月**日**時**分 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

交換前、交換後の時刻及びメーター値を

ひとまとめにして表示 

印刷をおこなった時刻 

設定されている物件名 

１行で書き表せない場合は、 

行数を増やして印刷 
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  ６－４－８．ロガー設定 
検針票とは別に、最小１０分単位の検針値を取得し、ＣＳＶファイルとして出力します。 
お客様にて検針データを加工し、様々な表示形態に展開していただくことが可能です。 

 
 

 
注  記 

 

 
 

 ８ビット電文式メーターに対してロガー設定をする場合、検針間隔が短い（通信回数が多 
  くなる）と、メーターの電池がなくなり、メーターが動作しなくなる可能性があります。 

８ビット電文式メーターについては、ロガー設定しない運用を推奨します。 

 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              ▼ボタンを押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
        ③ ▼ を押すと次の画面になります。 
 
                              ロガー設定 を押します。 
 

戻る を押すと＜画面１＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 

履歴 

戻る 

ロガー設定 

ネットワーク設定 

  設定 

 ▲ 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  
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        ④ ロガー設定 を押すと次の画面になります。 
 

ロガー機能の検針タイミングを設定して 
ください。 
 
次回検針日****年**月**日**時  
次回の検針をおこなう日時を設定します。

          ・・・Ｐ１４１⑤へ 
検針周期  ○○毎  
 ロガー検針実施後、次のロガー検針を 

おこなうまでの期間を設定します。 
      ・・・Ｐ１４２⑨へ 

検針対象 ○○○○○  
 ロガー検針の対象となるメーターを選択 

します。      ・・・Ｐ１４３⑩へ 
                               

印刷 を押すと現在設定されている「ロガー 
設定」を印刷します。 
＜画面７＞を表示します。 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 
                              ＜画面４＞ 
 
 
        ⑤ 次回検針日****年**月**日**時 を押すと次の画面になります。 
 

カーソルの位置へ数字をテンキー入力して 
次回検針をおこなう日時を設定します。 
 
数値を入力すると 設定 ボタンが表示され

ます。 
設定を押すと＜画面６＞を表示します。 

                               
                              ※検針周期 が「分」単位の場合は、入力項 

目に“分”が表れます。 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
                              ＜画面５＞ 
 
 
        ⑥ 設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定 を押すと変更した内容を確定し、 
＜画面７＞を表示します。 
 
取消 を押すと＜画面１１＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「ロガー 
設定」を印刷します。 
＜画面７＞を表示します。 
 

                               
 
                              ＜画面６＞ 
 
 
 
 
 

次回検針日 ****年**月**日**時 

戻る 印刷 

  検針周期    ○○毎 

  検針対象   ○○○○○ 

  ロガー設定 

戻る 

    ＊＊時 ＊＊分 

 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

    ＊＊年 ＊＊月  ＊＊日 

 

  次回メーター値検針日 

設定 

 

 

次回検針日 ****年**月**日**時 

取消 印刷 

  検針周期    ○○毎 

  検針対象   ○○○○○ 

  ロガー設定 

設定 

（注意）検針周期によりメーターが 

 電池切れになる可能性があります。 

最小１０分間隔で検針を

おこなうことが可能。 

検針対象に電文メーター

が選択された場合、想定

以上の通信がおこなわれ

る可能性があるため、 

このメッセージが表示さ

れます。 
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        ⑦ ＜画面４＞、＜画面６＞にて 印刷  

＜画面６＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

実行 を押すと＜画面８＞を表示します。 
＜画面４、画面６＞にて印刷を押した場合 
現在設定されているロガー設定を印刷し

ます。 
＜画面６＞にて設定を押した場合 
変更したロガー設定（変更前、変更後）

を印刷します。 
 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面３＞ 
                              に戻ります。 
 
                              ＜画面７＞ 
 
 
        ⑧ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                               ロガー設定を印刷した後、＜画面３＞に戻

ります。 
 

                              中止を押すと印刷を中止し、＜画面３＞に

戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面８＞ 
 
 
        ⑨ ＜画面４＞にて 検針周期  ○○毎 を押すと次の画面になります。 
 
                              カーソルの位置へ数値を入力して検針周期 

を設定します。 
                               
                               月  週間  日   時   分  のボタンは、 

いずれか１つを選択します。 
選択されているボタンが反転表示します。 
 
検針周期を変更すると 設定 ボタンが表示 
されます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 
＜画面９＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロガー設定 

印刷中 

 中止 

戻る 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

  ＊＊月毎 

  検針周期 

日 

週間 

月 

 

 

分 

時 

設定 

    ロガー設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 
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        ⑩ ＜画面４＞にて 検針対象 ○○○○○ を押すと次の画面になります。 
 
                              ロガー検針に対応させたいメーターの種別 

を、パルスのみ パルス＋電文 電文のみ  
から選択します。 
選択されているボタンが反転表示します。 
 
検針対象を変更すると 設定 ボタンが表示 
されます。 
設定 を押すと＜画面６＞を表示します。 
 

                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
                               

＜画面１０＞ 
 
 
        ⑪ ＜画面６＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                              確認を押すと、今回設定しようと入力した

設定値を破棄して＜画面３＞に戻ります。 
 
                              中止を押すと、設定変更破棄を中止して 

＜画面６＞に戻ります。 
                              （入力した値は保持します） 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
 
＜印刷フォーマット＞ 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

画面調整設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ロガー設定 

次回メーター値取得日 

       **年**月**日  **時 

検針周期      ：  １日毎 

検針対象      ：パルスのみ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

パルスのみ 

戻る 設定 

パルス＋電文 

電文のみ 

 検針対象 

変更前の 

ロガー設定 

印刷をおこなった時刻 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

ロガー設定 

変更後の 

ロガー設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ロガー設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

次回メーター値検針日 

       **年**月**日 **時 

検針周期      ：  １日毎 

検針対象      ：パルスのみ 

ー－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

次回メーター値検針日 

     **年**月**日 **時**分 

検針周期      ： １０分毎 

検針対象     ：パルス＋電文 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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  ６－４－９．ネットワーク設定 

アメリスＤＭをネットワーク接続するための設定をおこないます。 
 
 
   操作手順 
 
        ① バックライトが消えている場合は、画面にふれてください。（どこでもかまいません） 
 

基本画面が表示されます。 
他のメニューを表示している場合は、基本 
画面まで戻ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１＞ 
 
 
        ② 設定 を押して設定メニューを表示させます。 
 
 
                              ▼ボタンを押します。 
 

※各画面において 戻る を押すと、現在の 
画面に遷移してくる前の画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 
                              ＜画面２＞ 
 
 
        ③ ▼ を押すと次の画面になります。 
 
                              ネットワーク設定 を押します。 
 

戻る を押すと＜画面１＞に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ＜画面３＞ 
 
 
 
 
 
 
 

時刻設定 

戻る 

検針方法設定 

固定費設定 

テナント情報設定 

単価設定 

画面調整設定 

  設定 

 ▼ 

20**/**/** **:**   自動検針＋手動印刷  

 

検針操作 

 
エネルギー 

管理 

 

設定 

 
メンテナンス 

Ver:******* 

現在の年月日時分  

履歴 

戻る 

ロガー設定 

ネットワーク設定 

  設定 

 ▲ 
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        ④ ネットワーク設定 を押すと次の画面になります。 
 

ネットワーク  
ネットワーク接続に必要な項目の設定を

おこないます。  ・・・Ｐ１４５⑤へ 
 

Ｗｅｂ  
 管理者様やテナントオーナー様がＷｅｂ 

上で検針盤が保持しているデータを閲覧 
するために必要なユーザーＩＤやパスワ 
ードを設定します。 ・・・Ｐ１４８⑬へ 

                              戻る を押すと＜画面３＞に戻ります。 
 

                             ＜画面４＞ 
 
        ⑤ ネットワーク を押すと次の画面になります。 

ＤＨＣＰサーバーによる自動取得 
自動取得  なし ボタンを押すことに 
より「あり」「なし」を選択します。 

 
ＩＰアドレス 

○○○．○○○．○○○．○○○ ボタン 
 を押してＩＰアドレスを設定します。 
 ＜画面７＞を表示します。 

（ＤＨＣＰサーバーによる自動取得が 
「なし」の場合のみ） 

                              ▼ボタンを押すと＜画面６＞を表示します。 
                              印刷 を押すと現在設定されている「ネット

ワーク設定」を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 
戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 

 
                             ＜画面５＞ 

 
        ⑥ ▼ を押すと次の画面になります。 

サブネットマスク 
○○○．○○○．○○○．○○○ ボタン 

 を押してサブネットマスクを設定します。 
 ＜画面７＞を表示します。 

（ＤＨＣＰサーバーによる自動取得が 
「なし」の場合のみ） 

デフォルトゲートウェイ 
○○○．○○○．○○○．○○○ ボタン 

 を押してデフォルトゲートウェイを設定 
します。＜画面７＞を表示します。 

（ＤＨＣＰサーバーによる自動取得が 
「なし」の場合のみ） 

受信ポート 
             ○○  ボタン 
 を押して受信ポートを設定します。 

＜画面８＞を表示します。 
                              ▲ボタンを押すと＜画面５＞を表示します。 
                               

印刷 を押すと現在設定されている「ネット 
ワーク設定」を印刷します。 
＜画面１０＞を表示します。 

                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 

                             ＜画面６＞ 
 

ネットワーク 

戻る 

Ｗｅｂ 

  ネットワーク設定 

戻る 印刷 

自動取得          なし 

○○○．○○○．○○○．○○○ 

ネットワーク設定 

 ▼ 

  ＭＡＣアドレス 

**-**-**-**-**-** 

ＤＨＣＰサーバーによる自動取得 

  ＩＰアドレス 

戻る 印刷 

○○○．○○○．○○○．○○○ 

              ○○ 

ネットワーク設定 

デフォルトゲートウェイ 

  受信ポート 

 ▲ 
○○○．○○○．○○○．○○○ 

サブネットマスク 
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        ⑦ ＜画面５＞にてＩＰアドレス ○○○．○○○．○○○．○○○  
＜画面６＞にてサブネットマスク ○○○．○○○．○○○．○○○ 
＜画面６＞にてデフォルトゲートウェイ ○○○．○○○．○○○．○○○ を押すと 
次の画面になります。 

 
                              カーソルの位置へ数値を入力してＩＰアド 

レス等を設定します。 
                               
                              ＩＰアドレス等を変更すると 設定 ボタン 

が表示されます。 
設定を押すと＜画面９＞を表示します。 
 
戻る  を押すと＜画面５＞または＜画面６

＞に戻ります。 
 
 
＜画面７＞ 

 
 
        ⑧ ＜画面６＞にて受信ポート      ○○ を押すと次の画面になります。 
 
                              カーソルの位置へ数値を入力して受信ポー 

トを設定します。 
                               
                              受信ポートを変更すると 設定 ボタンが表 

示されます。 
設定を押すと＜画面９＞を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面６＞に戻ります。 
 
 
 
＜画面８＞ 

 
 
        ⑨ ＜画面７＞、＜画面８＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

設定を変更すると設定ボタンが表示され、 
戻るボタンが取消ボタンに変わります。 
 

                              設定を押すと変更した内容を確定（設定ボ 
タンの上に「設定中」の文字が点滅）し、 
＜画面１０＞を表示します。 
 
取消を押すと変更した内容をキャンセルし、 
＜画面７＞を表示します。 
 
印刷 を押すと現在設定されている「画面調 
整設定」を印刷します。 
＜画面５＞を表示します。 
 
＜画面９＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

戻る 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前： ○○○． ○○○． ○○○． ○○○ 
ＩＰアドレス 

 

 

削除 

設定 

変更後： ＿  ．    ．    ．   ＿ 

選択した項目名称 
・ＩＰアドレス 

・サブネットマスク 

・デフォルトゲートウェイ 

戻る 

０ 

１ ３ ２ 

４ ６ ５ 

７ ９ ８ 

変更前：               ○○ 
受信ポート 

 

 

削除 

設定 

変更後：                ＿ 

選択した項目名称 

取消 印刷 

自動取得          なし 

○○○．○○○．○○○．○○○ 

ネットワーク設定 

 ▼ 

  ＭＡＣアドレス 

**-**-**-**-**-** 

ＤＨＣＰサーバーによる自動取得 

  ＩＰアドレス 

設定 
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        ⑩ ＜画面５＞、＜画面６＞にて 印刷  
＜画面９＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 

 
実行 を押すと＜画面１１＞を表示します。 
＜画面５、画面６＞で印刷を押した場合 
現在設定されているネットワーク設定を

印刷します。 
＜画面９＞で設定を押した場合 
変更したネットワーク設定（変更前、変

更後）を印刷します。 
 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面４＞ 
                              に戻ります。 
 
                              ＜画面１０＞ 
 
 
        ⑪ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                               画面調整設定を印刷した後、＜画面４＞に 

戻ります。 
 

                              中止を押すと印刷を中止し、＜画面４＞に

戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１１＞ 
 
 
        ⑫ ＜画面９＞ 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄し、＜画面４＞に戻ります 

 
                              中止を押すと、設定変更破棄を中止し、 

＜画面９＞に戻ります。 
                              （入力した値は保持します） 
 
 
 
 
                              ＜画面１２＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ネットワーク設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

ネットワーク設定 

印刷中 

 中止 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 



- 148 - 

        ⑬ ＜画面４＞にて Ｗｅｂ を押すと次の画面になります。 
 

管理者用  
管理者様がＷｅｂ上で検針盤が保持して

いるデータを閲覧するために必要なユー

ザーＩＤとパスワードの設定をおこない

ます。       ・・・Ｐ１４８⑭へ 
 

テナントオーナー用  
 テナントオーナー様がＷｅｂ上で検針盤

が保持しているデータを閲覧するために

必要なユーザーＩＤとパスワードを設定

します。      ・・・Ｐ１４８⑭へ 
 

印刷 を押すと現設定されている「Ｗｅｂ 
設定」を印刷します。 
＜画面１８＞を表示します。 

 
                              戻る を押すと＜画面４＞に戻ります。 
 

                             ＜画面１３＞ 
 
 
        ⑭ 管理者用 またはテナントオーナー用 を押すと次の画面になります。 

 
０１：********  ボタンを押してユーザー

ＩＤとパスワードを設定します。 
＜画面１５＞を表示します。 

 
                              ▲、▼、  、   ボタンにて設定する 

ユーザーを選択します。 
  、  ボタンは６０個単位で表示を 
進め（戻し）ます。 
 

                              戻る を押すと＜画面１３＞に戻ります。 
 
＜画面１４＞ 

 
 
        ⑮  ０１：********  を押すと次の画面になります。 

 
ユーザーＩＤ 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊  ボタンを押して 
ユーザーＩＤを設定します。 

 ＜画面１６＞を表示します。 
 
パスワード 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊  ボタンを押して 
パスワードを設定します。 
＜画面１６＞を表示します。 

                               
設定変更後に 戻る を押すと＜画面１７＞ 
を表示します。 

 
                             ＜画面１５＞ 

 
 
 
 
 

戻る 印刷 

管理者用 

テナントオーナー用 

Ｗｅｂ設定 

戻る 

    ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｗｅｂ設定 

  パスワード 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

管理者０１ 

ユーザーＩＤ 

 
▲ 
▲  

▼ 
▼ 

選択した方を表示 

（管理者／ﾃﾅﾝﾄｵｰﾅｰ） 

ユーザーＩＤを表示 

管理者用は最大１０個

テナントオーナー用は

最大９００個のＷｅｂ

設定を登録可能 

    ０１：******** 

戻る 

    ０２： 

    ０３： 

    ０４： 

    ０５： 

    ０６： 

  Ｗｅｂ設定（管理者用） 

 ▲ 

 ▼ 

 ▲ 
▲ 

 ▼ 
▼ 

選択した方を表示 

（管理者用／ﾃﾅﾝﾄｵｰﾅｰ用） 

 
▲ 
▲  

▼ 
▼ 
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        ⑯ ＜画面１５＞にてユーザーＩＤ  ＊＊＊＊＊＊＊＊   
＜画面１５＞にて パスワード   ＊＊＊＊＊＊＊＊  を押すと次の画面になります。 

 
                              カーソルの位置へ数値を入力してユーザー 

ＩＤやパスワードを設定します。 
                               
                              文字 を押すと入力する文字の種類を変更 

します。（英字→数字→英字） 
 

                              ユーザーＩＤやパスワード等を変更すると 
設定 ボタン 
が表示されます。 
設定を押すと＜画面１５＞を表示します。 
 
戻る を押すと＜画面１５＞に戻ります。 
 
＜画面１６＞ 

 
 
 
        ⑰ ＜画面１５＞にて設定変更後に 戻る を押すと次の画面になります。 

 
設定を押すと変更した内容を確定し、 
＜画面１８＞を表示します。 

 
                              取消を押すと＜画面２０＞を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
＜画面１７＞ 

 
 
 
        ⑱ ＜画面１３＞にて 印刷  

＜画面１７＞にて 設定 を押すと次の画面になります。 
 

実行 を押すと＜画面１９＞を表示します。 
＜画面１３＞で印刷を押した場合 
現在設定されているＷｅｂ設定を印刷し

ます。 
＜画面１７＞で設定を押した場合 
変更したＷｅｂ設定（変更前、変更後）

を印刷します。 
 
                              しないを押すと印刷を行わずに＜画面１３ 

＞に戻ります。 
 
                              ＜画面１８＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択した項目名称 
・ユーザーＩＤ 

・パスワード 

戻る 

ＳＴ 

ＭＮ ＱＲ ＯＰ 

ＧＨ ＫＬ ＩＪ 

ＡＢ ＥＦ ＣＤ 

変更前：      ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ユーザーＩＤ 

 

 

文字 

変更後：      ＿ 

ＷＸ ＵＶ 

ＹＺ 

・ 

ＳＰ 

－ 

削除 

設定 

    Ｗｅｂ設定 

    印刷しますか？ 

実行  しない 

ユーザーＩＤを表示 

管理者用は最大１０個

テナントオーナー用は

最大９００個のＷｅｂ

設定を登録可能 

選択した方を表示 

（管理者用／ﾃﾅﾝﾄｵｰﾅｰ用） 

    ０１：******** 

取消 

    ０２： 

    ０３： 

    ０４： 

    ０５： 

    ０６： 

  Ｗｅｂ設定（管理者用） 

設定 

 ▲ 

 ▼ 

 ▲ 
▲ 

 ▼ 
▼ 
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        ⑲ 実行 を押すと次の画面になります。 
 
                               
                               画面調整設定を印刷した後、＜画面１３＞

に戻ります。 
 

                              中止を押すと印刷を中止し、＜画面１３＞

に戻ります。 
 
 
 
 
 
                              ＜画面１９＞ 
 
 
        ⑳ ＜画面１７＞にて 取消 を押すと次の画面になります。 
 
                               

確認を押すと、今回設定しようと入力した 
設定値を破棄し、＜画面１３＞に戻ります 

 
                              中止を押すと、設定変更破棄を中止し、 

＜画面１７＞に戻ります。 
                              （入力した値は保持します） 
 
 
 
 
                              ＜画面２０＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｗｅｂ設定 

印刷中 

 中止 

中止 

   設定変更破棄確認 

   現在、本頁で行った設定内容を 

   破棄して前画面に戻ります 

   よろしいですか？ 

確認 
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＜印刷フォーマット＞ 
 

●ネットワーク設定 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●Ｗｅｂ設定 
 
      設定変更時の印刷               設定内容の印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 注  記  
 

「設定メニュー」に入ることができると、Ｗｅｂ設定の設定内容を印刷することで、管理者及び 
テナントオーナーの“ユーザーＩＤ”、“パスワード”を知ることができてしまいます。 
セキュリティを強化するため『操作用暗証番号』を設定し、むやみに他人が盤を操作できない様 
にすることを推奨します。 
※『操作用暗証番号』の設定については取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 

変更後の 

Ｗｅｂ設定 

変更前の 

Ｗｅｂ設定 

印刷をおこなった時刻 

設定されている物件名 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｗｅｂ設定 

管理者           ０１ 

ユーザーＩＤ      ******** 
パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

管理者           ０２ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

管理者           ０３ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

テナントオーナー     ００１ 
ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

テナントオーナー     ００２ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

テナントオーナー     ００３ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前の 

ネットワーク設定 

印刷をおこなった時刻 

設定されている物件名 設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

ネットワーク設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ネットワーク設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

MAC ｱﾄﾞﾚｽ       **-**-**-**-**-** 

DHCP ｻｰﾊﾞｰによる自動取得   なし 

IP ｱﾄﾞﾚｽ          ***.***.***.*** 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ         ***.***.***.*** 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ     ***.***.***.*** 

受信ﾎﾟｰﾄ           ＊＊ 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

MAC ｱﾄﾞﾚｽ       **-**-**-**-**-** 

DHCP ｻｰﾊﾞｰによる自動取得   あり 

IP ｱﾄﾞﾚｽ          ***.***.***.*** 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ         ***.***.***.*** 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ     ***.***.***.*** 

受信ﾎﾟｰﾄ           ＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更後の 

ネットワーク設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定情報印刷 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ネットワーク設定 

MAC ｱﾄﾞﾚｽ       **-**-**-**-**-** 

DHCP ｻｰﾊﾞｰによる自動取得   なし 
IP ｱﾄﾞﾚｽ          ***.***.***.*** 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ         ***.***.***.*** 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ     ***.***.***.*** 

受信ﾎﾟｰﾄ           ＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

設定されている物件名 

印刷をおこなった時刻 

現在設定されている 

管理者用Ｗｅｂ設定 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｗｅｂ設定 

○○○ビル 

20**年**月**日**時**分 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

変更前 

管理者０１ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

－－－－－－－－－－－－－－－－ 

変更後 

管理者０１ 

ユーザーＩＤ      ******** 

パスワード       ******** 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

現在設定されている 

テナントオーナー用

Ｗｅｂ設定 
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§７．警報・故障（アラーム・エラー表示）の見分け方と処置方 
 
   「アメリスＤＭ」は、異常が発生するとその内容を画面に表示してお知らせします。 
 
 

７－１．画面例 
      異常発生時の画面の表示例です。 
 
                               

異常内容は１画面上６件まで表示されます。

６件を超えると▼（▲）が表示され、次頁

（前頁）の異常内容を表示させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ○ 強制 と 確認 の違い 
 
        ・強制 ：異常が復旧しているか確認はしないで、基本画面（Ｐ９参照）にすることができま 

す。異常内容に関する機能以外の操作をすることができます。 
 
        ・確認 ：異常が復旧しているか確認をおこないます。異常が復旧している場合は、異常内容 

を表示しなくなります。 
 
 
 
 

７－２．異常の復旧方法 
      異常が発生していたら、下記の要領に従って処置をしてください。 
 
 （１）プリンター・記録紙関係のエラー 
 

画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

プリンター紙なし 記録紙がありません。 新品の記録紙と交換してください。 
記録紙をセットした後、確認 を押して

ください。 

プリンターカバーオープ

ン 
プリンターのカバーが開いていま

す。 
プリンターカバーを閉じてください。 
プリンターカバーを閉じた後、確認 を
押してください。 

プリンター通信異常 プリンターとの通信が不通状態に

なっています。 
確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、プリンター側、

制御基板側（Ｊ７）、充放電基板側（Ｊ

９）のコネクタ接続に緩みがないか確認

し、確認 を押してください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

プリンター電圧異常 プリンター電圧に異常が発生して

います。 
確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

発生したエラー名称 

強制 確認 

端末通信異常１－００ 

 ＊＊年＊＊月＊＊日＊＊時＊＊分 

 プリンター紙なし 

 ＊＊年＊＊月＊＊日＊＊時＊＊分 

エラーを検知した日時 
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画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

プリンター温度異常 プリンターの温度が異常に高くな

っています。 
確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、しばらく印刷

しないで放置してから 
確認 を押してください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

 
  処置方法の指示通りに対処しても異常表示が消えない場合は、機器の故障が考えられますので、保守契約

先までご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 （２）バッテリー関係のエラー 
 

画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

バッテリー充電異常 バッテリーの充電に異常が発生し

ています。 
確認  を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

バッテリー電圧異常 バッテリー電圧上限（１３．８Ｖ）

異常が発生しています。 
確認  を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

バッテリー温度１異常 バッテリー温度異常（６０℃）が

発生しています。 
確認  を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

バッテリー終止電圧 停電中にバッテリーが終止電圧 
（１０．５ＶＤＣ）になっていま

す。 

通電状態で 確認 を押すとエラー表示は

消えます。 
しばらく通電してバッテリーを充電した

後、電源をＯＦＦして異常ランプ（赤色）

が点灯することを確認してください。こ

の後、電源をＯＮして停電記録が印刷さ

れることを確認してください。 
 
※バッテリーが劣化してショートモード

になった場合、バッテリー用ブレーカ

ーがＯＦＦになります。バッテリー交

換後、バッテリー用ブレーカーをＯＮ

した後、ＯＦＦにならないことを確認

してください。 

 
  処置方法の指示通りに対処しても異常表示が消えない場合は、機器の故障が考えられますので、保守契約

先までご連絡ください。 
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 （３）検針盤の機器に関するエラー 
 

画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

タッチパネル異常 タッチパネルの座標検出が不能に

なっています。 
確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、強制 を押し 
て基本画面から メンテナンス  →    
タッチパネル位置調整をおこなってく 
ださい。 
エラーが消えない場合は、検針盤の電源

をＯＦＦして数秒後にＯＮをおこない、

確認 を押してください。 

充放電基板通信異常 充放電基板との通信に異常が発生

しました。 
確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、充放電基板側

（Ｊ６）、制御基板側（Ｊ８）のコネク

タ接続に緩みがないか確認し、確認 を
押してください。 
それでもエラーが消えない場合は、検針

盤の電源をＯＦＦして数秒後にＯＮをお

こない、確認 を押してください。 

未検針異常 予定していた自動検針の時刻に停

電が発生し、時刻通りに検針でき

ませんでした。 

確認 を押すとエラー表示は消えます。 

バックアップ電池異常 バックアップ電池の電圧が低下し

ています。 
バックアップ電池の電池電圧を測定して

ください。電圧が２．９Ｖ未満の時は電

池を交換してください。交換後、確認 
を押してください。 
 
調整前、制御基板のバックアップ電池有

効／無効ジャンパスイッチが「無効」（下

側）でなかったか確認してください。調

整前にジャンパスイッチが「有効」（上

側）になっていた場合、メモリーバック

アップしている状態で保管されていまし

たので電池が消耗している可能性があり

ます。調整前にジャンパスイッチが「無

効」（下側）であったにも係わらずこの

様なエラーが表示される場合は、電池の

不良です。新品と交換してください。 
新品と交換後、念のためジャンパスイッ

チが「有効」（上側）の状態で１分程度

停電させ、復電後に時刻が初期値になっ

たり、遅れたりせずに現在時刻と合って

いることを確認してください。また、電

池電圧を測定し、２．９Ｖ未満になって

いないか確認してください。もし現在時

刻とずれたり、電池電圧が低下するよう

なことがあれば、制御基板の不良が考え

られます。 

設定値異常１ 記憶している設定値情報が不整合

になっています。 
設定し直した後、確認 を押して表示が

消えるか確認してください。 

設定値異常２ 設定値の保持ができず、デフォル

ト値になっています。 
設定し直した後、確認 を押して表示が

消えるか確認してください。 

履歴内容復帰 履歴データ更新中に電源がＯＦＦ

になり、更新前の値で復旧しまし

た。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
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画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

検針値内容復帰 検針値（メーター値・ロガー）更

新中に電源がＯＦＦになり、更新

前の値で復旧しました。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 

端末ＲＯＭ異常○－○○ ○(ﾁｬﾝﾈﾙ)－○○(ｱﾄﾞﾚｽ)の入力ユ

ニットもしくは端末伝送器からＲ

ＯＭ異常のステータスが報告され

ました。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 

端末Ｅ２Ｐ異常○－○○ ○(ﾁｬﾝﾈﾙ)－○○(ｱﾄﾞﾚｽ)の入力ユ

ニットもしくは端末伝送器からＥ

２Ｐ異常のステータスが報告され

ました。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 

端末停電 ○(ﾁｬﾝﾈﾙ)－○○(ｱﾄﾞﾚｽ)の入力ユ

ニットもしくは端末伝送器から停

電のステータスが報告されまし

た。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 

８ビットアラーム 接続されている８ビット電文出力

付きメーターに何らかの異常が発

生しています。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 

 
  処置方法の指示通りに対処しても異常表示が消えない場合は、機器の故障が考えられますので、保守契約

先までご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 （４）通信関係のエラー 
 

画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

端末通信異常○－○○ ○(ﾁｬﾝﾈﾙ)－○○(ｱﾄﾞﾚｽ)の入力ユ

ニットもしくは端末伝送器と正常

に通信がおこなわれませんでし

た。 

確認 を押して表示が消えるか確認して

ください。 
エラーが消えない場合は、以下の項目を

再度確認してください。 
 
a)端末伝送器の配線は正しいか？（Ｐ＋、

Ｐ－、Ｓ＋、Ｓ－は正しく配線されて

いるか？特にペアケーブルを使用して

いる場合、ペアとなる電線に誤りはな

いか？） 
 
b)チャンネル、アドレス（ロータリース

イッチ）の設定に間違いがないか？間

違いがあった場合は、設定を直した後

リセットスイッチを押してください。 
 
c)端末伝送器の配線において、途中で中

継しているジョイント部分の接触不良

はないか？ 
（線を引っ張って抜けてこないか確認

してください） 
 
d)端末伝送器の端子台にしっかりネジ止

めされているか？ 
（線を引っ張って抜けてこないか確認

してください） 
線の被覆を噛んでネジ止めされていな

いか？ 
 
e)配線が別のチャンネルに接続されてい

ないか？ 
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画 面 表 示 内  容 処 置 方 法 

α通信異常 α通信中に通信異常が発生しまし

た。 
確認 を押すとエラー表示は消えます。

再度α通信をおこない、正常に通信でき

るか確認してください。 
再度エラーが発生する場合は、以下の項

目を再度確認してください。 
 

a)シリアルケーブルが外れていないか？ 
 
b)使用しているシリアルケーブルに誤り

はないか？ 

 直 結：クロスケーブル 

 モデム：ストレートケーブル 
 
c)電文延長器の電源が外れていないか？ 
 
d)通信設定に間違いはないか？ 

 

設定器通信異常 設定器通信中に通信異常が発生し

ました。 
確認 を押すとエラー表示は消えます。

再度設定器通信をおこない、正常に通信

できるか確認してください。 
再度エラーが発生する場合は、以下の項

目を再度確認してください。 
 
a)シリアルケーブルが外れていないか？ 
 
b)使用しているシリアルケーブルがクロ

スケーブルであるか？ 
 
c)通信設定に間違いはないか？ 

 

 
  処置方法の指示通りに対処しても異常表示が消えない場合は、機器の故障が考えられますので、保守契約

先までご連絡ください。 
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§８．日常点検について 
 
   「アメリスＤＭ」を常に正しく動作させるには、日常点検をおこなうことが大切です。 
 
   日常点検の項目 
    ①検針票の回収 
      自動検針＋自動印刷モードで運用していると検針から印刷まで自動でおこないますので、印刷が

終了した頃に回収してください。 
 
    ②記録紙の補充 
      「プリンター紙なし」が表示されたら速やかに記録紙を補充してください。記録紙に赤い帯状の

線が現れたら残りが少なくなっています。この時点で交換することをおすすめします。 
 
    ③異常発生画面の確認 
      時々画面を確認して異常が発生していないか見てください。 

異常ランプ（赤色）が点灯している時は異常が発生しておりますので、異常内容を画面にて確認

してください。 
 
    ④ランプの点灯状態の確認 
      「アメリスＤＭ」には、電源ランプ（緑色）と異常ランプ（赤色）の２つのランプが取り付けら

れています。下表を参照して、ランプの点灯状態が通常状態であることを確認してください。 
 

アメリスＤＭの状態 
 
ランプ 

通常 異常発生 

停電中 
（バッテリー 
で動作中） 

停電中 
（バッテリー 
完全放電後） 

電源ランプ（緑色） 点灯 点灯 消灯 消灯 

異常ランプ（赤色） 消灯 点灯 点灯 消灯 

 
    ⑤定期交換部品 
      ・バックアップバッテリー ・・・ ４年 
      ・電源装置 ・・・・・・・・・・ ８年 
      ・バックアップ電池 ・・・・・ １０年 
      ・プリンター ・・・・・・・・ １０年 
      ・ＬＣＤ ・・・・・・・・・・ １０年 
      ・電子ユニット ・・・・・・・ １０年 
      ・端末伝送器 ・・・・・・・・ １０年 
 
    ⑥メンテナンス目安表示 
      メンテナンスメニュー（Ｐ１０参照）から“メンテナンス目安”を設定することにより、メンテ 

ナンス部品の交換時期が近いことをＬＣＤ画面に表示し、お知らせします。 
上記の「定期交換部品」の他に接続されている各種メーターの検満時期を表示することができま

す。 
      ※メンテナンス目安の設定については取扱説明書（保守点検操作編）をご覧ください。 
 
 
    ●停電時のバックアップについて 
      ・バックアップ電池 
        累計停電時間１年間、時計を保持します。 
 
      ・バックアップバッテリー 
        スター接続部に ６４台メーターを接続した状態で２４時間 
        スター接続部に１２８台メーターを接続した状態で１２時間 
        バス接続部に４点用端末伝送器を３００台接続した状態で１２時間 
        上記の期間において停電状態においてもメーターからのパルスを受け付けます。 
        ※ただし、新品で満充電の状態を条件とします。 
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§９．長時間使用しない場合の処置 
   「アメリスＤＭ」の電源ブレーカーを「切」にし、バックアップバッテリーの接続をはずし、バックア

ップ電池はずす（無効にする）必要があります。 
   長時間使用しない場合は、保守契約先にご相談ください。 
 
 

 
注  記 

 

 

 

 バックアップ電池をはずすと「アメリスＤＭ」に記憶されているデータは消えてしまい 
  ますので、次に使用再開する時に初期設定などをおこなう必要があります。 

 使用停止する場合は、事前に保守契約先にご相談ください。 

 
 
 
 
 
§１０．廃棄する場合の処置 
   バックアップバッテリー及び、バックアップ電池をはずします。 
   廃棄は各自治体の条例または指針にしたがってください。 
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§１１．機器仕様 
１１－１．アメリスＤＭ検針盤 

接続メーター数 最大管理数９００台以下でハード的に接続可能な数 

（スター接続部は６４台、９６台、１２８台から選択） 

メーター接続方式 パルス出力付きメーター： 

２心ケーブル（信号２心：ＦＣＰＥＶ０．９－１Ｐ 

または、ＶＣＴＦ０．５ｍｍ２－２Ｃ） 

８ビット電文出力付きメーター： 

２心ケーブル（信号２心：ＡＥ０．９－２Ｃ） 

接続メーターパルス仕様 ＯＮパルス幅：３０ｍｓｅｃ以上、ＯＦＦパルス幅：７０ｍｓｅｃ以上 

無電圧ａ接点、オープンコレクタ、オープンドレイン（５ＶＤＣ、１０ｍＡ） 

接続メーター８ビット電文仕様 ８ビット電文出力付きメーターと通信可能 

盤－メーター間伝送距離 パルス出力付きメーター： 

ＦＣＰＥＶ０.９で８００ｍ、ＶＣＴＦ０.５ｍｍ２で５００ｍ 

８ビット電文出力付きメーター：ＡＥ０.９を使用して２００ｍ 

端末伝送器接続方式 バス接続（信号２心、電源２心） 

端末接続チャンネル数 ３チャンネル 

接続端末数 ３００台（ただし、１００台／１チャンネル） 

盤－端末伝送器間通信方式 ＲＳ４８５準拠 

盤－端末伝送器間伝送距離 ＦＣＰＥＶ１．２を使用して５００ｍ（ただし、条件あり） 

表示 液晶表示器（３２０×２４０ ドットマトリクス） 

操作部 タッチパネル 

プリンター 漢字ラインサーマルプリンター 

（英数字、記号、漢字ＪＩＳ第１・２水準） 

感熱紙 ５８ｍｍ×φ５０ｍｍ以下(感熱紙長 約３０ｍ)  

参考型式：Ｐ－５８－３０（三栄電機） 

盤内サービスコンセント ＡＣ１００Ｖ（ＭＡＸ ５Ａ） 

外部接点入力 無電圧ａ接点（ＤＣ３０Ｖ以下、３Ａ以下） 

ＬＥＤ表示 電源表示ＬＥＤ：緑色 検針盤にＡＣ１００Ｖ給電時に点灯 

異常表示ＬＥＤ：赤色 異常（バックアップ電池有効時）発生時に点灯 

ＵＳＢポート ＵＳＢ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ１．１ 準拠のポート（１箇所） 

ＳＤカードスロット 市販のＳＤＨＣカード対応のスロット（１箇所） 

シリアルポート Ｄ－ｓｕｂ ９Ｐ オスのポート（１箇所） 

ＬＡＮポート １０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－Ｔ対応のポート（１箇所） 

電   源 １００±１０ＶＡＣ ５０／６０Ｈｚ 

【消費電力】 

 盤に直接 ６４台接続時  待機時：１５Ｗ 最大負荷時：４３Ｗ 

 盤に直接１２８台接続時  待機時：２０Ｗ 最大負荷時：４５Ｗ 

 端末伝送器経由で接続時  待機時：２２Ｗ 最大負荷時：５５Ｗ 

停電保証 盤に直接 ６４台接続した状態で２４時間パルス入力を受け付ける。 

盤に直接１２８台接続した状態で１２時間パルス入力を受け付ける。 

盤に端末伝送器を最大接続可能数の３００台接続状態で１２時間メーター

からのパルス入力を受け付ける。 

内蔵時計 月差±２分以内（２５±５℃） 

使用温度範囲 ０～４５℃ 

使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下（ただし、結露なきこと） 

取付方法 屋内壁面取付型（事務所内 等） 

パネル盤 

材質 ＳＰＣＣ １．２ｍｍ 

外形寸法 Ｗ４５０×Ｈ５５０×Ｄ１５０（ただし、突起部分は含まない） 

色 日塗工 □２２－９０Ｂ（マンセル値[参考]２．５Ｙ９／１）半ツヤ 

ハンドル 薄型平面スイングハンドル（Ａ－４６４－２－１：タキゲン） 

質   量 標準仕様    約２２ｋｇ 

※ 本機で接続確認済みでないメディアの場合は、使用できないことがあります。 

  確認済みＵＳＢ：ＲＵＦ２－Ｅ（バッファロー製）・ＭＦ－ＡＵ２Ａ０４ＧＲＳ（エレコム製） 

確認済みＳＤ ：５１２ＭＢ（キングストン製） 
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１１－２．端末伝送器（パルス４点入力用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

型   式 ＰＯ８－０４－２ 

接続メーター数（種類） パルス出力付きメーターを最大４台接続可能 

メーター接続方式 ２心ケーブル（信号２心：ＡＥ０．９－２Ｃ） 

接続メーターパルス仕様 ＯＮパルス幅：３０ｍｓｅｃ以上、ＯＦＦパルス幅：７０ｍｓｅｃ以上 

無電圧ａ接点、オープンコレクタ、オープンドレイン（５ＶＤＣ、１０ｍＡ） 

端末伝送器－メーター間 

伝送距離 

パルス出力付きメーター：ＡＥ０．９を使用して１００ｍ 

電源 検針盤より給電（ＤＣ７Ｖ～１４.５Ｖ） 

使用温度範囲 －１０～６０℃ 

使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下（ただし、結露なきこと） 

取付方法 屋内壁面取付型（パイプシャフト内 等） 

ケース 

材  質 ＳＰＣＣ １．２ｍｍ 

外形寸法 Ｗ２００×Ｈ１５５×Ｄ４８（ただし、突起部分は含まない） 

色（表面処理） Ｅｐ－Ｆｅ／Ｚｎ[２]／ＣＭ１（亜鉛メッキ） 

質   量 約１．２ｋｇ 

 
 
 
 
 

１１－３．端末伝送器（パルス１６点入力用､パルス３２点入力用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

型    式 ＰＯ８－□□－２ 

※□□部は下記項目「接続メーター数（種類）」を参照 

接続メーター数（種類） ・パルス１６点入力用（型式：ＰＯ８－１６－２） 

 パルス出力付きメーターを最大１６台接続可能 

・パルス３２点入力用（型式：ＰＯ８－３２－２） 

 パルス出力付きメーターを最大３２台接続可能 

メーター接続方式 ２心ケーブル（信号２心：ＡＥ０．９－２Ｃ） 

接続メーターパルス仕様 ＯＮパルス幅：３０ｍｓｅｃ以上、ＯＦＦパルス幅：７０ｍｓｅｃ以上 

無電圧ａ接点、オープンコレクタ、オープンドレイン（５ＶＤＣ、１０ｍＡ） 

端末伝送器－メーター間 

伝送距離 

パルス出力付きメーター   ：ＡＥ０．９を使用して１００ｍ 

 

電源 検針盤より給電（ＤＣ７Ｖ～１４.５Ｖ） 

使用温度範囲 －１０～６０℃ 

使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下（ただし、結露なきこと） 

取付方法 屋内壁面取付型（パイプシャフト内 等） 

ケース 

材  質 ＡＢＳ樹脂 

外形寸法 Ｗ２００×Ｈ２３２×Ｄ５１（ただし、突起部分は含まない） 

色 日塗工 □２２－９０Ｂ（マンセル値[参考]２．５Ｙ９／１）クリーム色相当 

質量 約０．８５ｋｇ 
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１１－４．端末伝送器（８ビット電文１６点入力用） 

 型    式 ＰＯ８－Ｄ８－２ 

接続メーター数（種類） ８ビット電文１６点入力用 

８ビット電文出力付きメーターを最大１６台接続可能 

メーター接続方式 ２心ケーブル（信号２心：ＡＥ０．９－２Ｃ） 

接続メーター8ビット電文仕様 ８ビット電文出力付きメーターと通信可能 

端末伝送器－メーター間 

伝送距離 

パルス出力付きメーター   ：ＡＥ０．９を使用して１００ｍ 

８ビット電文出力付きメーター：ＡＥ０．９を使用して２００ｍ 

電源 検針盤より給電（ＤＣ７Ｖ～１４.５Ｖ） 

使用温度範囲 －１０～６０℃ 

使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下（ただし、結露なきこと） 

取付方法 屋内壁面取付型（パイプシャフト内 等） 

ケース 

材  質 ＡＢＳ樹脂 

外形寸法 Ｗ２００×Ｈ２３２×Ｄ５１（ただし、突起部分は含まない） 

色 日塗工 □２２－９０Ｂ（マンセル値[参考]２．５Ｙ９／１）クリーム色相当 

質量 約０．８５ｋｇ 

 
 
 

１１－５．最大表示（印刷）桁数 

 テナント名称 １０文字 

単位名称 ４文字（設定器による） 

メーター値 正数のみの場合・・・・・・９桁 

小数点以下がある場合・・・整数部＋小数部の合計９桁 

使用量 正数のみの場合・・・・・・９桁 

小数点以下がある場合・・・整数部＋小数部の合計９桁 

料金 ９桁 

前回比 ５桁 

前年同月比 ５桁 

テナント総合計金額 ９桁 

税金額 ９桁 

 
 
 
 
§１２．付属品 
 
   ○記録紙（２個）・・・・三栄電機株式会社製 型式：μＴＰ－５８Ｅ 
               記録紙は指定のものを使用してください。 
 
   ○カギ（２個） ・・・・扉カギの施錠用です。扉を閉めたら必ず施錠してください。 
               また、カギ番号は必ず控えておいてください（巻末の保証書に記入欄がありま 

す）。万が一カギを紛失したときに、この番号で複製いたします。 
 
   ○取扱説明書 ・・・・・取扱説明書には「日常操作編」（本書）と「保守点検操作編」があります。 
 
   ○保証書（１枚）・・・・本書の巻末に添付してあります。修理をご依頼されるときに必要となります 

ので、必要事項をご記入のうえ大切に保管してください。 
 
 
 
   

  性能改善のため予告なく製品仕様、その他記載内容を変更することがありますので 
 ご了承ください。     お願い   
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保 証 書 
   １．対象製品 

     品名：アメリスＤＭ 型式：ＣＯ８－２ 

        端末伝送器  型式：ＰＯ８－０４－２ (４点用)、 ＰＯ８－１６－２ (１６点用) 

                  ＰＯ８－３２－２ (３２点用)、ＰＯ８－Ｄ８－２ (８ビット電文用) 

 

 

   ２．保証期間 

  ご購入日から1年間とさせていただきます。 

   （ご購入日または納入日：  年 月 日） 

 

 

   ３．保証範囲 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期間内に当社 

製造責任による故障が生じた場合、修理または代替品の納入を無償で行わせていただきます。 

  ただし、故障した製品についての無償対応の適否は当社の調査結果によるものとします。 

また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 

 

 (1)カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 

 (2)火災・地震・風水害・落雷などの災害及び犯罪などの破壊行為に起因する故障 

 (3)腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 

 (4)犬、猫、ねずみ、昆虫等の生物の行為に起因する故障 

 (5)故障の原因が当製品以外に起因する故障 

 (6)出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 

 (7)当社または当社が指定した者以外による修理や改造による故障 

 (8)不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 

 (9)当社の「工事指導書」に従った工事指導を守らなかったことに起因する故障 

  （ただし、(9)は工事指導書の存在する検針盤などの機器に限ります。） 

 

なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から誘発される 

お客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送費用、工事費用等）につ 

きましては、保証範囲外とさせていただきます。 

 

 ＜注記＞ 

 お客様が当社と特段の契約を締結された場合は、契約内容に応じた保証とさせていただきます。 

 

 

 

製造元 

愛知時計電機株式会社 

     〒４５６－８６９１ 愛知県名古屋市熱田区千年一丁目２番７０号 

     ＴＥＬ（０５２）６６１－５８７０ 

お問い合わせは、お近くの各支店、営業所へ 

支店、営業所の電話番号はホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.aichitokei.co.jp 

 

 

 

 


